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島
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、
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を
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し
た
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は
、

新
し

く
出

会
っ

た
仲

間
と
学
び
な
が
ら
、浜

田
市
で
の
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
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平成29年度浜田市当初予算平成29年度浜田市当初予算平成29年度浜田市当初予算

注表示単位未満単純四捨五入のため集計は必ずしも一致しません

（単位：百万円）

注表示単位未満単純四捨五入のため集計は必ずしも一致しません

■公営企業会計 （単位：千円）

会　　計　　名 収入 支出

水  道  事  業
収益的収支 1,139,790 1,098,008

資本的収支 201,823 596,614

工 業 用 水 道 事 業
収益的収支 131,673 131,673

資本的収支 4,034 24,768

■特別会計 （単位：千円）

会　　計　　名 予算額

国 民 健 康 保 険
事 業 勘 定 8,279,893

直 診 勘 定 277,154

駐 車 場 事 業 36,344

公 設 水 産 物 仲 買 売 場 16,518

公 共 下 水 道 事 業 780,532

農 業 集 落 排 水 事 業 678,356

漁 業 集 落 排 水 事 業 49,814

生 活 排 水 処 理 事 業 58,935

簡 易 水 道 事 業 1,333,809

後 期 高 齢 者 医 療 828,401

歳　出

●市税：市民の皆さんが納める税金
●分担金及び負担金：事業をするために、
事業の受益者から、一部を負担してもら
うお金

●使用料及び手数料：施設の使用料や諸証
明の発行などの手数料

●繰入金：基金などから繰り入れるお金
●諸収入：雑入や貸付金元利収入など
●その他：寄附金など
●地方譲与税等：国税の一部又は全部が市
に交付されるお金

●地方交付税：全ての市町村で等しく行政
サービスが提供できるよう国が交付する
お金

●国庫支出金：特定の事業に対して交付さ
れる国からの補助金など

●県支出金：特定の事業に対して交付され
る県からの補助金など

●市債：市が資金調達のために借り入れる
お金

用語解説（歳入）

●人件費：市の職員の給与や退職金などの経
費

●扶助費：生活保護や高齢者・乳幼児の医療
費などの経費

●公債費：市が借り入れた地方債の支払に要
する経費

●普通建設事業費等：道路・橋りょう・学校
など公共用又は公用施設の建設に要する経
費及び災害復旧に要する経費

●物件費：賃金・旅費・需用費・役務費・委
託料・使用料及び賃借料などの物財調達の
ための経費 

●維持補修費：市が管理する公共用又は公用
施設などを維持するために必要な補修経費

●補助費等：各種団体に対する補助金・交付
金・負担金などの経費

●積立金：基金などに積み立てるための経費
●貸付金：政策金融・修学費の支援などを目
的として貸付けを行うための経費　

●繰出金：一般会計と特別会計又は特別会計
相互間において支出される経費

用語解説（歳出）

（単位：百万円）歳　入

一般会計
歳入
378億

7,100万円

自
主
財
源

依

存
財
源

（33.7%）

（66.3%）

市税
7,117(18.8％)

分担金及び
負担金
485(1.3％)

使用料及び
手数料
581(1.5％)

繰入金
1,926(5.1％)

諸収入
1,241(3.3％)

その他
1,427(3.7％)

地方譲与税等
1,624(4.4％)

市債
4,447(11.7％)

地方交付税
11,900(31.4％)
地方交付税
11,900(31.4％)

国庫支出金
4,562(12.0％)
国庫支出金
4,562(12.0％)

県支出金
2,561(6.8％)
県支出金
2,561(6.8％)

一般会計
歳入
378億
7,100万円

自
主
財
源

依

存
財
源

（33.7%）

（66.3%）

市税
7,117(18.8％)

分担金及び
負担金
485(1.3％)

使用料及び
手数料
581(1.5％)

繰入金
1,926(5.1％)

諸収入
1,241(3.3％)

その他
1,427(3.7％)

地方譲与税等
1,624(4.4％)

市債
4,447(11.7％)

地方交付税
11,900(31.4％)
地方交付税
11,900(31.4％)

国庫支出金
4,562(12.0％)
国庫支出金
4,562(12.0％)

県支出金
2,561(6.8％)
県支出金
2,561(6.8％)

市税
7,317（18.9％）

分担金及び
負担金
455（1.2%）

使用料及び
手数料
571（1.5%）

地方譲与税等
1,507（3.9%）

繰入金
2,574（6.7%）

諸収入
988（2.6%）

その他
1,300（3.3%）

地方交付税
11,700（30.3%）

国庫支出金　
4,495（11.6%）

県支出金　
3,759（9.7%）

市債
3,993（10.3%）

一般会計
歳入
386億

5,931万３千円

（65.8%）

（34.2%）

一般会計
歳出【性質別】
378億

7,100万円

義
務
的

経
費

（49.8%）

（36.2%）

その
他
の
経
費

投資的経費
（14.0%）

人件費
5,984(15.8％)

扶助費
7,101(18.7％)

公債費
5,786(15.3％)普通建設事業費等

5,286(14.0％)

物件費
4,650(12.3％)

維持補修費
361(0.9％)

補助費等
3,497(9.2％)

貸付金
512(1.4％)

繰出金
4,065(10.7％)

積立金
629(1.7％)

一般会計
歳出【性質別】
378億

7,100万円

義
務
的

経
費

（49.8%）

（36.2%）

その
他
の
経
費

投資的経費
（14.0%）

人件費
5,984(15.8％)

扶助費
7,101(18.7％)

公債費
5,786(15.3％)普通建設事業費等

5,286(14.0％)

物件費
4,650(12.3％)

維持補修費
361(0.9％)

補助費等
3,497(9.2％)

貸付金
512(1.4％)

繰出金
4,065(10.7％)

積立金
629(1.7％)

人件費
5,903（15.3%）

扶助費
6,869（17.8%）

公債費
6,306（16.3%）

補助費等
3,533（9.1%）

普通建設事業費等
6,336（16.4%）

物件費
4,390（11.4%）

維持補修費
343（0.9%）

積立金
533（1.4%）

貸付金
152（0.4%）

繰出金
4,294（11.1%）

一般会計
歳出【性質別】
386億

5,931万３千円

（16.4%）
（49.3%）投資的経費

（34.3%）

※　分庁舎整備事業（旧浜田警察署）

平
成
29
年
３
月
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
平
成
29
年
度
当
初
予
算
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
の
当
初
予
算

の
編
成
で
は
、
引
き
続
き
『
集
中
と
選

択
』を
テ
ー
マ
と
し
、「
中
期
財
政
計
画
」

に
沿
っ
て
、
行
財
政
改
革
の
着
実
な
実

行
と
計
画
的
な
予
算
編
成
に
努
め
た
と

こ
ろ
で
す
。

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
裁
量
経

費
に
お
い
て
行
財
政
改
革
実
施
計
画
の

効
果
額
を
含
め
て
施
策
別
予
算
配
当

（
前
年
度
比
平
均
２
・
５
％
削
減
）
を

実
施
し
た
上
で
、「
住
み
た
い　

住
ん

で
よ
か
っ
た　

魅
力
い
っ
ぱ
い　

元
気

な
浜
田
」
を
実
現
す
る
た
め
、
総
合
振

興
計
画
や
総
合
戦
略
に
基
づ
く
主
要
事

業
の
実
行
を
図
る
た
め
の
予
算
を
確
保

す
る
な
ど
、
メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
予
算

の
実
現
に
努
め
ま
し
た
。

加
え
て
、
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し

に
よ
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
に

対
す
る
新
た
な
対
応
や
、
保
育
所
の
定

員
増
に
対
す
る
支
援
に
よ
り
福
祉
の
充

実
を
図
る
ほ
か
に
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
改
築
、
旧
浜
田
警
察
署
取
得
に

よ
る
分
庁
舎
整
備
と
い
っ
た
投
資
事
業

に
も
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
の
結
果
、
平
成
29
年
度
の
一
般
会

計
予
算
総
額
は
３
８
６
億
５
９
３
１
万

３
千
円
と
な
り
、前
年
度
と
比
較
し
て
、

金
額
で
７
億
８
８
３
１
万
３
千
円
の
増
、

率
に
し
て
２
・
１
％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

今
後
の
財
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、

国
に
よ
る
地
方
創
生
の
取
り
組
み
が
進

む
な
か
、
総
合
振
興
計
画
や
総
合
戦
略

の
着
実
な
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

一
方
で
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
向

け
て
、
行
財
政
改
革
実
施
計
画
を
着
実

に
推
進
し
、
財
政
健
全
化
も
心
掛
け
て

い
き
ま
す
。

【
問
い
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の
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要

平成２9年度予算
■特別会計　　（９会計）
■公営企業会計（２会計）

平成29年度浜田市当初予算
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般
会
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算
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続
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財
政
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　確
立
に
向
け
て
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平成29年度浜田市当初予算平成29年度浜田市当初予算平成29年度浜田市当初予算

　本年度の歳出予算のうち、重点施策及び新規事業を中
心に、主な事業をお知らせします。

※　金額は平成29年度にかかる事業費であり、
表示単位未満単純四捨五入を行っています。

※　各事業の詳細は、市ホームページに掲載し
ています。

　企業版ふるさと納税を活用し、地域おこし協力隊を
雇用し、公益財団法人島根県西部山村振興財団が行う、
材料調達から製品製造を浜田市内で完結させる「地産
地製」の取組を支援し、林業の振興を図ります。

平成29年度末借入金
（地方債）残高見込
１人あたり
97万5,603円

庁舎の管理、徴
税、地域振興な
どに使います。91,759円

子育て支援や高齢者、障が
いのある人への支援、生活
保護などに使います。194,452円

商業や工業、観光
の振興、企業誘致
などに使います。17,966円76,609円

ごみ処理や火葬
場の維持、病気
の予防、環境保
全などに使いま
す。 消火活動、救

急救命などに
使います。24,758円道路や河川、公

園、住宅の整備
などに使います。

借金の返済に使
います。

112,799円

小中学校、幼稚園、
公民館の運営、文
化財保護、生涯学
習などに使います。

49,262円

議会運営、勤労青
少年ホームの運営、
災害復旧などに使
います。

7,822円

※　金額は､ それぞれに四捨五入
しているため、合計額が一致し
ない場合があります。

農業や林業、
漁業の振興に
使います。58,589円

57,490円

総務費 民生費

商工費農林水産業費衛生費

消防費

土木費

公債費

教育費

その他

１人あたりの
歳　出　額
69万1,506円

※　予算額（一般会計）を10,000
分の１にして１年間の家計簿風
にしてみると…

支出（　）は市の性質別区分 平成29年度
当初予算

構成比
（%）

食費（人件費） 59万円 15.3 
光熱水費、日用雑貨代（物件費） 43万9千円 11.4 
医療費（扶助費） 68万7千円 17.8 
ローンの返済金（公債費） 63万1千円 16.3 
子どもへの仕送り（繰出金） 42万9千円 11.1 
家の増築費（普通建設事業費等） 63万4千円 16.4 
町内会費、サークル会費（補助費等） 35万3千円 9.1 
定期貯金（積立金） 5万3千円 1.4 
アパートの修理、知人へ貸したお金など
（維持補修費、貸付金など） 5万円 1.2 

合　　　計 386万6千円 100.0 

収入（　）は市の収入科目 平成29年度
当初予算

構成比
（%）

自
主
財
源

給料 （市税） 73万2千円 18.9 
アパートの家賃収入などの副収入
（使用料及び手数料など） 33万1千円 8.6 

預金の取崩し（繰入金） 25万8千円 6.7 

依
存
財
源

親からの援助
（地方交付税、地方譲与税等） 132万1千円 34.2 

兄弟からの援助（国県支出金） 82万5千円 21.3 
家を増築するための銀行からの借
入金（市債） 39万9千円 10.3 

合　　　計 386万6千円 100.0 

浜田さん家の家計簿、昨年と違う点は？
・収入　預金の取り崩し（繰入金）が増えます。
　　　　銀行からの借入金（市債）が減ります。
・支出　ローンの返済金(公債費)が増えます。
　　　　家の増築費（普通建設事業費等）が増えます。

　浜田市の農業の担い手の中心として活躍が期待でき
る新規就農者に対して、農業経営に必要な機械・施設
などの整備や販売力の強化について支援することで、
浜田市の農業の継続的な発展に寄与します。

　　事業内容
　補助対象者
　　研修制度などを利用して新規就農してから５年以

内の者で、５年後の所得目標（おおむね250万円）
が達成できる見込みのある者

○農業用機械等整備事業（ハード）：農業生産に伴う
機械・施設など（中古を含む）の整備支援

補助率：1/2以内（上限額　200万円）
○販売力等強化事業（ソフト）：農業に資する新商品

の開発及び販売に対する支援
補助率：1/2以内（上限額　  20万円）

浜田漁港の水揚げ高を増やすには、地元船の漁獲量
の増加及び外来まき網漁船の誘致が必要となります。
そのためには、漁獲物を受け入れる施設として冷凍冷
蔵庫が必要となることから、冷凍冷蔵庫の整備を行う
企業に対する支援を行い、水揚げ高の増加や水産物供
給体制の充実を図ります。

　　事業内容
平成29年度に民間企業が整備する冷凍冷蔵庫の事業

費に対して、国からの補助金（補助率が 1/2 以下の
場合に限る）を除いた残りの事業費の５％相当額を支
援します。

浜田漁港に高度衛生管理型荷捌所を整備し、生産・
流通機能の強化及び水産物の衛生管理の高度化に取り
組み、産地競争力の強化を図るとともに全国の消費者
に安全で良質な水産物を提供します。

整備スケジュール及び総事業費見込 54億3,060万円
〇まき網用荷捌所整備
・平成28年度　設計委託費・調査費

　　5,400万円（内、国補助（2/3）　　3,600万円）
・平成29年度　７号市場整備
　　８億4,435万円（内、国補助（2/3）５億6,200万円）
・平成30年度　７号市場整備
　　15億6,900万円（内、国補助（2/3）10億4,600万円）
〇沖底用荷捌所整備
・平成29年度　設計委託費

　　2,400万円（内、国補助（2/3）　　1,600万円）
・平成30年度　設計委託費

　　3,600万円（内、国補助（2/3）　　2,400万円）
・平成31年度　４号市場整備
　　10億9,410万円（内、国補助（2/3）７億2,940万円）
・平成32年度　４号市場整備
　　15億6,000万円（内、国補助（2/3）10億4,000万円）
〇選別機・事務所事業費
・平成31年度～平成32年度
　　２億4,915万円（内、国補助（1/3）　　6,670万円）

積極的な事業活動を実施する市内の中小企業者など
に対し、その事業に要する費用の一部を補助すること
により、各分野における事業者の競争力を強化し、産
業振興及び雇用の拡大を図ります。

　　事業内容
○活力あるもの・ひとづくり支援事業補助金

　　　　　　　　　900万円（補助率：1/2）
⑴活力あるものづくり事業
　・商品研究開発事業　・ＨＡＣＣＰ導入支援事業
　・特許権等取得事業　・販路開拓事業　
⑵活力あるひとづくり事業
　・職場環境整備事業
　・人材育成支援事業
　・プロジェクト連携支援事業

○ブランディング実践セミナー　　　32万円
○クラウドファンディングセミナー　38万円

平成29年度の主な事業

活力のある産業を育て雇用をつくるまち

　　冷凍冷蔵庫整備支援事業 2,500万円【新規】　　冷凍冷蔵庫整備支援事業

　　高度衛生管理型荷捌所整備事業
８億6,835万円【拡充】

　　新規就農者育成支援事業　600万円【新規】　　新規就農者育成支援事業　

　　浜田産広葉樹活用推進事業 302万円【新規】　　浜田産広葉樹活用推進事業

　　活力あるもの・ひとづくり支援事業
970万円【新規】

人   口   ５５，９０６人
世帯数　２６，６４９世帯

（Ｈ29．３．１現在）

市民１人あたりの歳出状況

…浜田さん家の家計簿…

平成29年度当初予算額 ３８６億５，９３１万３千円 を
市民の皆さん１人あたりの歳出に換算してみましょう。
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平成29年度浜田市当初予算平成29年度浜田市当初予算平成29年度浜田市当初予算

水銀灯２灯をＬＥＤ１灯に浜田市火葬場

浜田市の総合的な子育て支援を推進する拠点とし
て、老朽化が進む子育て支援センターを建て替え整備
することにより、家庭における子どもの健やかな育ち
を支援する環境を整えるとともに、地域全体で子ども
を育む基盤の強化を図ります。

整備スケジュール及び総事業費見込 ２億9,974万円
・平成29年度
　　構想・基本設計委託
　　検討委員会開催、先進地視察
・平成30年度（予定）
　　実施設計
・平成31年度（予定）
　　建設工事、遊具・備品整備
・平成32年度（予定）
　　新施設オープン、既存施設解体

　子どもの頃から豊かな自然の中での体験活動を行っ
たり、地域の行事へ参加することで長く受け継がれる
伝統・文化に触れる機会を持たせ、地域の「ひと・も
の・こと」を活用した教育活動を通じて、ふるさとを
愛する心を育みます。

　　事業例
１　「（仮称）浜田の歴史」（浜田市の歴史を集積した、

学校授業への活用も想定した書誌）作成事業
　小学６年生を対象として作成に着手し、平成30年度
中に配布します。
２　Hamadaマリン郷育プロジェクト
　日本財団の助成事業 ( 海と日本プロジェクト ) に申
請を行い、浜田の海を「学校教育」と「社会教育」の
両面から支援します。平成 29 年度は、自然体験に、
浜田漁港や浜田商港など水産関係と連携して「海の役
割」「海の仕事」、そして「海を食す」といったプログ
ラムを構築します。

保健・医療・福祉サービスが充実し、誰もが安心し
て生活できる環境を備えた健康でいきいきと暮らせる
まちを実現するため、保健・医療・福祉施策をより総
合的・体系的に進めるための各種計画を策定します。

　　事業内容
≪改定する計画≫

①保健医療福祉総合計画　⑤障がい者計画
②地域福祉計画　　　　　⑥障がい福祉計画
③健康増進計画　　　　　⑦食育推進計画
④高齢者福祉計画

中長期的な学校施設の維持管理などに係る経費の縮
減と予算の平準化を図りつつ、より良い教育環境を確
保するため、指針となる学校施設の長寿命化計画を策
定します。

　　事業内容

長寿命化計画は２か年で策定することとし、平成
29年度は各学校施設の建物・設備などの劣化状況の確
認、現地調査やヒアリングなどの施設基礎調査を実施
します。

住民などの多様な主体が参画し、サービスを充実す
ることにより、地域の支え合いの体制づくりを推進し、
要支援者などに対する効果的かつ効率的な支援を実現
します。

　　事業内容
介護保険の保険者である浜田地区広域行政組合との

役割分担により、以下の事業については浜田市が行い
ます。
（浜田市での実施事業）

①運動増進施設での通所型サービス
②介護予防ケアマネジメント
③介護予防支援補助金
④地域リハビリテーション活動支援

　損傷の著しい陸上競技場内の天然芝グラウンドの機
能を回復し、安全で安心して利用できる施設運営を図
り、利用促進及び交流人口の拡大に寄与します。

　　事業内容
　天然芝の張り替え更新を行い、併せて猪被害防止の
防護柵を設置します。
・芝張り替え（8,000㎡）　　5,320万円
・防護柵設置（507m）　　　   980万円

　浜田市火葬場の大規模改修を実施し、20年程度の長
寿命化を図ります。また、ほかの火葬場についても、
円滑な火葬業務遂行のため、既存の機械設備の適正な
維持補修を行います。

　　事業内容
浜田市火葬場について、平成29・30年度に火葬炉３

基を更新し、以降、建物及び設備の改修を計画的に行っ
ていきます。

　設置後20年以上経過し、老朽化が進む島根県立大学
周辺の道路照明灯を交換することで、大学生をはじめ
とした地元住民の安全安心な交通基盤を確保します。

　　事業内容
島根県立大学周辺に設置している道路照明灯（21

基）をＬＥＤ化します。
灯具は、現在の２灯吊下げ型から、耐久性に優れる

１灯型に変更します。

　市内に居住する70歳以上の人を対象に、敬老乗車券
交付事業を実施するとともに、市内の高校に通学する
一定額以上の通学定期券の購入者を対象に補助金を交
付します。

　　事業内容
１　敬老乗車券交付事業
　①通常交付分

　　3,000円分の乗車券を1,500円で販売
　②運転免許自主返納支援事業分

運転免許証を自主返納した70歳以上の人に対し、
乗車券を５冊無料交付

２　通学定期券購入費補助
市内の高校への通学定期購入費のうち、１か月当た

り15,000円を超える額を全額補助

　ＵＩターン者の増加を目指し、都市部からインター
ンシップによる受入れや、浜田市に定着するための支
援を行います。

　　事業内容
１　浜田市定住促進のためのシングルペアレント介護

人材育成事業
２　浜田ｄｅしごとインターンシップ事業
３　ＵＩターン包括支援組織設立補助金
４　はまだ暮らし住まい応援事業

①空き家片付け補助　補助率：2/3（上限額　５万円）
②空き家改修補助　補助率：2/3（上限額　50万円）
③多世代同居改修補助

住宅リフォーム助成に10万円上乗せ
５　三隅自治区空き家改修事業
　三隅自治区内の空き家について三隅火力発電所２号
機建設に係る作業員宿舎などとして活用するため、「は
まだ暮らし住まい応援事業」に補助額を上乗せする。
　①空き家片付け補助　補助率：2/3（上限額　５万円）

※「はまだ暮らし住まい応援事業」と併せて、上限
10万円

②空き家改修補助　補助率：2/3（上限額　100万円）
※「はまだ暮らし住まい応援事業」と併せて、上限

150万円

平成28年度末に、新たな津波浸水想定が公表された
ことを受け「津波ハザードマップ」の更新を行います。
新想定では大幅に浸水面積が拡大しました。速やかに
地域住民へ新たなハザードマップを周知し、出前講座
などにより積極的な啓発活動を行います。

自然環境を守り活かすまち

生活基盤が整った快適に暮らせるまち

安全で安心して暮らせるまち

協働による持続可能なまち

　　火葬場大規模改修事業　4,147万円【新規】
　浜田市火葬場の大規模改修を実施し、20年程度の長

　　

　　地域公共交通再編事業             6,887万円　　地域公共交通再編事業             

　　地域安全まちづくり事業（津波ハザードマップ更新業務）
1,208万円【新規】

　　県立大学周辺道路照明灯ＬＥＤ化事業
335万円【新規】

　　はまだ暮らし応援事業　4,414万円【拡充】　　

健康でいきいきと暮らせるまち 夢を持ち郷土を愛する人を育むまち

　　ふるさと郷
きょう

育
い く

推進事業　1,230万円【拡充】　　

　　保健医療福祉総合計画策定事業
1,747万円【新規】

　　介護予防・日常生活支援総合事業
3,373万円【新規】

　　子育て支援のための拠点施設整備事業
595万円【新規】

　　学校施設長寿命化計画策定事業
590万円【新規】

　　運動施設改修事業（三隅中央公園）
6,300万円【新規】



広報はまだ：平成29年５月号　　　 89　　　広報はまだ：平成29年５月号

　（仮称)浜田歴史資料館整備事業については、賛成
のご意見を頂いた一方、財政的な負担や他事業の優
先順位などの懸念から、議会、事業説明会、パブリッ
クコメント（意見公募）などで反対や慎重な意見を
多く頂いたことから、これを真摯に受け止め、時間
をかけて再検討することとしました。併せて、平成
29年３月議会定例会に上程した資料館整備に関連す
る平成29年度一般会計当初予算案を取り下げました。
　市民の皆さんには、混乱を招いてしまいましたこ
とを深くお詫び申し上げます。

パブリックコメント（意見公募）の実施状況
⑴　実施期間　１月23日㈪～３月１日㈬ 
⑵　提出件数　307件 (123人)　
⑶　意見概要

賛成の意見

①ふるさとのことを知らない人が多く、ふる
さと郷育のために必要

②ふるさと寄附が活用できる。今の世代で使
い切らず、次世代のために使うことに価値
がある。

③貴重な資料の収集・保存・継承は、市民の
責務

④郷土の歴史家を育成する拠点としてほし
い。

⑤学問・文化レベルの維持のためには必要
⑥御便殿と一体的な活用ができる。
⑦市内に点在する地域資源へとつながる軸と

なってほしい。
⑧長年の懸案事項であり、実現してほしい。

今を逃してはできない。

反対の意見

①ハコモノを整備する時代でなく、負の遺
産となり、子どもたちに大きな負担を強
いることになる。

②福祉、インフラ整備などほかに優先すべ
き事業がある。

③ふるさと寄附は市民生活に直結したほか
の事業に活用してほしい。

④高額な維持管理費が続き、市民の負担と
なる。

⑤市が示す利用者推計が甘く、本当に活用
されるか疑問

⑥中期財政計画上可能とのことだが、本当
か疑問

⑦御便殿付近は、津波・浸水の不安がある。
⑧なぜ今整備するのか理解できない。

そのほかの意見

①御便殿の活用は賛成だが、新設建物は必要ない。
②浜田市世界こども美術館などを活用すべき。
③ハコモノによらず、ITや映像技術を活用したバーチャル資料館を提案する。

　資料館整備は、浜田市の将来にとって必要な事業
であることは変わりません。今後は、市民の皆さん
に「できてよかった」と思われる資料館となるよう、
既存施設の活用や建設場所などについても検討を深
めてまいります。
　また、市民の皆さんからはパブリックコメントに
多くの意見をいただき、誠にありがとうございまし
た。頂いた貴重なご意見は、今後の検討の参考にし
ます。

　問い合わせ先　本庁地域プロジェクト推進室
（☎�９２２１） 　　
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い
ま
す
。

《
お
願
い
》

　

ご
意
見
に
よ
っ
て
は
、
回
答

ま
で
１
か
月
程
度
の
時
間
が
か

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
匿
名
や
他
人
を
誹
謗

中
傷
す
る
内
容
で
の
投
書
に
つ

い
て
は
、
回
答
で
き
ま
せ
ん
。

　災害時における避難所の新規指定・指定の解除などを
行いましたのでお知らせします。
新規指定　旭小学校（旭町丸原1517番地4）

指定区分は、指定避難所（災害対策基本法に基づいて
指定）

指定の解除　今市小学校（旭町今市615番地）
　　　　　　重富八幡宮（旭町重富217番地）
避難所名称の変更

「旧木田小学校」を「木田暮らしの学校（旧木田小学
校体育館）」に名称変更

問い合わせ先　
・本庁安全安心推進課防災安全係（☎�９１２２）
・旭支所防災自治課防災係（☎�１４３３）

　浜田市が使用している、メールアド
レスについて、＠マーク以降の部分が
変更となります。
【変更前】
●●●@city.hamada.shimane.jp
【変更後】
●●●@city.hamada.l

（エル・ジー）

g.jp　
　平成30年３月31日までは、どちらの
アドレスでも利用できますが、それ以
降は古いアドレス宛てのメールは届か
なくなります。アドレス帳などに浜田
市役所のメールアドレスを登録してい
る場合は、変更をお願いします。
問い合わせ先

本庁情報政策課情報政策係
（☎�９１５０）

　（仮称）浜田歴史資料館整備事業
の見直しについて

市
長
直
行
便

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
市
長
公
室
総
合
調
整
係

（
☎
�
９
１
０
０
）

～
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

　
　
　
　意
見
を
紹
介
し
ま
す
～

避難所の新規指定・指定の解除
　　　　　　　をお知らせします

浜田市役所のメールアドレス
が変わります
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全国大会出場おめでとうございます

　３月18日㈯、第２回山陰浜田港マリン大橋リレーマラソンが、浜田漁港周辺の特設コースで
開催されました。この大会は、山陰浜田港を広く発信し、地域の活性化につなげようと山陰浜
田港マリン大橋リレーマラソン実行委員会が昨年に引き続き開催したものです。
　しまねお魚センター前を発着点に浜田マリン大橋を渡って折り返す約３㎞のコースを、１
チームで14往復する42キロリレーコースと、７往復する21キロリレーコースの２種類のコース
を、109チーム921人の参加者がタスキをつなぎました。

ランナーたちは、コース途中の勾配のきつい浜田マリン大橋では苦しそうな表情を見せてい
ましたが、次の走者にタスキをつなぐと完走した達成感に笑顔が見られました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先　本庁観光交流課交流企画係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（☎�９５３１）

【各部門優勝チーム】
　・42キロリレーコース
　　企業対抗　浜田県土駅伝部（浜田市）
　　男女混合　チーム応天道（益田市）
　　男　　性　金城ＡＣ（浜田市）
　・21キロリレーコース
　　男女混合　デルタC＆Ｓ（浜田市）
　　男　　性　県大松田ゼミ（浜田市）
　　女　　性　浜田市陸協ガールズＡ（浜田市）
　　シ ニ ア　チーム　ピンピンコロリン（浜田市）

　

平
成
30
年
４
月
１
日
採
用
予

定
の
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。
採
用
試
験
実

施
要
項
で
詳
細
を
確
認
し
、
受

験
の
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

採
用
職
種
・
要
件
な
ど

下
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と
お
り

第
１
次
試
験
日　
６
月
25
日
㈰

試
験
会
場　

浜
田
市
役
所
本
庁
舎

申
込
方
法　
採
用
試
験
実
施
要

項
に
基
づ
き
、
受
験
申
込
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

採
用
試
験
実
施
要
項
は
、

本
庁
人
事
課
・
各
支
所
防
災

自
治
課
に
あ
り
ま
す
。
配
布

は
５
月
１
日
か
ら
行
い
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。　

受
付
期
間　
５
月
１
日
㈪
～
25

日
㈭
（
当
日
消
印
有
効
）

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
事
課
人
事
係

【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　

浜
田
市
殿
町
１
番
地
（
☎
�

９
１
３
０
）】

旭なごみ体操クラブ

全国ＪＯＣジュニアオリンピック
カップ春季水泳競技大会

　　　　　　（東京都：３月27日～30日）

Ｂ＆Ｇ ＰＲ大賞優秀賞受賞
おめでとうございます

浜田市三隅Ｂ＆Ｇ海洋センター

全国体操小学生大会（茨城県：３月26日～28日）

都道府県対抗
全日本中学生ソフトテニス大会

　　　　　　　（三重県：３月26日～28日）

村上亜優さん（浜田一中２年）

全国小学生ソフトテニス大会
（千葉県：３月29日～31日）

左から
三浦元暉さん
（三隅小６年）
上府真人さん
（松原小５年）

左から
岡本涼香さん
（国府小４年）
三宅旭さん
（原井小４年）
尾島涼太さん
（国府小４年）
神田桜奈さん
（国府小５年）

が開催されました

採用職種 人員 対象者
（平成30年４月１日現在） 必要な資格・条件など

一般事務員 ４人程度 22歳以上26歳以下の人 第１次試験は、高校卒業程度の教養試験などを実
施します。学歴・資格などは問いません。

土木技術員 ２人程度 20歳以上29歳以下の人 学歴・資格などは問いません。

※　平成29年９月に、次の職種（年齢区分）で採用試験を実施する予定です。
①一般事務員（18歳以上23歳以下）新規高等学校卒業者が受験可能
②一般事務員（24歳以上35歳以下）社会人経験３年以上の人が対象
③土木技術員（18歳以上29歳以下）新規高等学校卒業者が受験可能
④そのほか専門職（水道技術員・消防士など）
一般事務員・土木技術員で受験申込みができるのは、６月・９月を通じてひとつの年齢区分のみです。

※　９月実施予定の採用試験については、広報はまだ８月号でお知らせします。

平
成
29
年
度

第
１
回
市
職
員
採
用
試
験



市長日記元気な浜田をつくります （平成29年３月）
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リハビリテーションカレッジ島根卒業証
書授与式に出席しました（３月４日）

美又地域成果発表会に出席しました
（３月６日）

日本郵便㈱と地域における協力及び災害発生時における協力に関する協定を締結しました（３月10日）

浜田市出身の自衛隊新入隊員の激励会に
出席しました（３月11日）

文化講演会に出席しました（３月11日） 島根県立大学卒業証書授与式・大学院学
位記授与式に出席しました
（３月17日）

みのり第２保育園竣工式に出席しました
（３月19日）

特別養護老人ホーム「くざの里」竣工式
に出席しました（３月19日）

上府保育園竣工式並びに開園式に出席し
ました（３月25日）

島根県立浜田高等学校への中高一貫校設

置推進期成同盟会設立総会に出席しまし

た（３月25日）

浜田市出身の医師国家試験合格者と大学
医学部合格者をお祝いしました
（３月27日）

日本下水道事業団と下水道施設災害支援
協定を締結しました（３月29日）

　３月26日㈰、女性消防団員防火指導が雲城地区で行われまし
た。これは、火災の多いこの時期に、金城消防隊の女性消防団
員が中心となり、毎年地区のひとり暮らしの高齢者の自宅など
を訪問し、見守りを兼ねた防火指導を行っているものです。
　当日は、家庭の煙突やボイラー付近の点検、火災警報器・消
火器具の設置確認を行い、訪問宅の人に火災への備えなどをア
ドバイスしました。訪問を受けた高齢者は、「やさしく指導し
てもらいありがたい。教えてもらったことを生かし、火災を起
こさないよう心掛けたい」と話していました。

　３月25日㈯、こども夢サミット（お好み焼きパーティー）が
井野公民館で行われました。この会は、井野地区の子どもが将
来暮らしたい地域を考えるきっかけづくりのため開催され、保
育園児から高校生までの28人が参加しました。
　参加者は、グループごとに協力して作ったお好み焼きを食べ
ながら、それぞれが住んでみたいまちについて、語り合いまし
た。子どもたちからは、「保育園から高校まで井野にあったら
よい」「コンビニの宅配サービスがあったらよい」などといっ
た意見が発表されました。

　３月24日㈮、家庭から減らしましょう「食品ロス」研修会が
弥栄会館で行われました。この研修会は、食品ロスとはどのよ
うなことなのかを知ってもらおうと浜田市消費者問題研究協議
会弥栄支部が企画したものです。
　研修会では、身近な生活の中で問題となっている食品ごみの
減量化について、中国四国農政局食品企業課松本環境調整係長
から講演がありました。松本さんは、「不要な食糧は購入せず、
家庭で工夫しながら食事を考えれば減量化につながります。で
きる事から少しずつ取り組んで欲しい」と話していました。

　３月23日㈭、海老谷桜の幹を模したモニュメントが設置され
ました。この設置は、２月に海老谷桜の腐朽した幹を撤去する
にあたり、後世に巨木の姿を少しでも伝えられるようにと、海
老谷集落若さ創りの会が尽力し実現したものです。
　地元業者が作った繊維強化プラスチック製のモニュメント
は、訪れた人が以前の桜の姿を思い起こせるように、実物とほ
ぼ同じ幹周りで、高さは約１ｍで作られました。集まった地元
の人は、「立派なものができてうれしい」と話していました。

分かりやすく丁寧な防火指導

お好み焼きを食べながら、住みたい井野地区について語り合う

食品ロスについて学ぶ参加者

精巧に作られた桜の幹のモニュメント

女性目線で細やかなアドバイス
～　女性消防団員防火指導　～

かなぎ

みすみ住みたいまちってどんなまち
～　こども夢サミット（お好み焼きパーティー）　～

もったいないを考えてみませんか
～　家庭から減らしましょう「食品ロス」　～

やさか

みすみ桜の巨木に思いをはせる
～　海老谷桜の幹を模したモニュメント設置　～

ま ち の わ だ い♥Town Topics
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　３月６日㈪、美又地域のまちづくり成果発表会が金城観光ホ
テルで開催されました。この発表会は、美又地域が取り組む６
次産業化や産直市による地域振興、温泉旅館組合による美又温
泉街の景観づくり、旅館再生の取組などについて、地域住民や
関係機関にその成果を報告するために美又湯気の里づくり委員
会と美又温泉旅館組合が共催したものです。
　発表会では、地域や旅館の取組の発表や美又温泉の持つ将来
性や地域との連携による活性化について議論が交わされ、市内
外から集まった約100人の参加者は熱心に聞いていました。

　３月５日㈰、地域コミュニテイ防災活動推進研修会が、弥栄
支所において開催されました。これは、弥栄自治区で起こる災
害を想定した実動避難訓練の事前研修会の３回目として取り組
まれたものです。
　研修では、NPO法人ぼうぼうネット山崎事務局長を講師に
招き、自主防災組織・自治会・消防団・行政のグループに分か
れ、危険箇所や災害想定区域などを地図を見ながら学びその後、
実際に外を歩き自分の目で確認しました。今後も、実動避難訓
練に向けて各団体と協議や研修を進めていきます。

サケの稚魚をそっと放流する児童

取組発表に耳を傾ける参加者

　３月19日㈰、生涯学習のまち・地域づくり研修会が岡見公民
館で行われました。この会は、地域の課題を自ら解決していく
方法を学び、活力ある地域づくり・生涯学習を推進していくた
めに浜田市三隅生涯学習推進本部が開催したものです。
　参加した67人は、グループに分かれてあらかじめ用意された
問題の解決方法を考えたほか、買い物バスツアーや高齢者の見
守りを兼ねた里山保育といった県内他市の取組の説明を受けま
した。参加者は、自分たちの活動の参考にしようと、積極的に
意見を出し合っていました。

　３月11日㈯、国際交流フェスティバルがいわみーるで行われ
ました。これは、島根県の国際交流員について県民に知っても
らい広く交流したいと県の文化国際課が企画したものです。
　フェスティバルでは、５か国６人の国際交流員がダンスや料
理、切り絵遊びなどの体験講座を開き参加者と交流しました。
ポーランドの切り絵遊び講座では、ポーランドの伝統工芸であ
るヴィチナンキという切り絵に挑戦しました。参加者は、型紙
に沿って切った色とりどりの色紙を重ねて作った鳥や花の絵を
うれしそうに見せ合っていました。

グループごとに問題に取り組む参加者

　３月４日㈯、第10回どぶろくの里弥栄神楽まつりが弥栄会館
で行われました。この催しは、中国地方第１号としてどぶろく
特区の認可を受けた弥栄町のどぶろくと石見神楽を楽しんでも
らおうと行われているもので、441人の来場がありました。
　今年は、地元社中のほかに、長澤社中・石見神楽上吉田保存
会の参加もあり一層盛大な祭りとなりました。超満員の会場で
は、来場者がどぶろくや特産品を味わいながら、石見神楽を楽
しみました。

　２月26日㈰、和田地区自主防災会防災学習会が和田公民館で
開かれ、約50人が参加しました。これは、地域のみんなで防災
について学ぼうと和田地区自主防災会が開催したものです。
　学習会では、浜田県土整備事務所職員から「山地災害に遭わ
ないためにはどうしたらいいか」「河川の氾濫などの自然災害
への備えはどういうことが大切か」などを聞きました。参加者
は、災害はいつどこで起こるかわからない、決して他人事では
ない「自助」「共助」を中心とした地域での取組がいっそう求
められること学びました。

地図の上に危険箇所をチェック

迫力のある舞を披露

　３月８日㈬、いまいち高齢者安全運転講習会が今市公民館で
開催されました。この講習は「道路交通法改正における高齢者
への影響」と題して、今市公民館と今市地区まごころ福祉協議
会が行ったもので、地域住民24人が参加しました。
　講習では、高齢者の交通事故発生状況の説明を受けたのち、
道路交通法改正によって変更された高齢者(75歳以上)の免許更
新時の認知機能検査(講習予備検査)の取扱いについて詳しく説
明がありました。参加者は、事故の被害者にも加害者にもなら
ないために、真剣な表情で講習を受けていました。

　３月８日㈬、サケ稚魚放流事業が下府川で行われました。こ
れは、下府川にサケを呼び戻そうと下府川を楽しむ会が毎年
行っているものです。
　当日は、ふるさと学習の一環で今年１年間下府川の環境につ
いて勉強した国府小学校４年生の児童と一緒に５万匹の稚魚を
放流しました。昨年12月から会の皆さんと一緒に卵をふ化させ、
５㎝程度まで大きくなるのを見守ってきた児童たちは、「元気
に帰って来てね」と声を掛けながら川に放流していました。放
流した稚魚は４年後に下府川に戻ってくる見込みです。

色紙を切るときは型紙に沿って慎重に

改正のあった道路交通法について学ぶ

地域で起こる可能性のある災害について真剣に聞く参加者

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

地域発展に向け、熱い議論と新たな決意
～　美又地域成果発表会　～

かなぎ

やさか備えあれば憂いなし、さぁ行動に
～　地域コミュニティ防災活動推進研修会　～

勇壮な舞とどぶろくに酔う
～　どぶろくの里弥栄神楽まつり　～

やさか

地域づくりのポイント押さえる
～　生涯学習のまち・地域づくり研修会　～

みすみ

はまだ異文化を楽しもう
～　国際交流フェスティバル2017㏌ ＨＡＭＡＤＡ　～

はまだ下府川に戻ってきてね
～　サケ稚魚放流事業　～

安全運転のために
～　いまいち高齢者安全運転講習　～

あさひ

あさひ自然災害への備えを学ぶ
～　和田地区自主防災会　防災学習会　～
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国
道
９
号
線

県道浜田美都線

至弥栄町→
至
三
隅
町
↓

通行規制区間

県
道
浜
田
商
港
線

福井埠頭２号岸壁福井埠頭２号岸壁

クールチョイス

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

制
度
や
く
ら
し
に
関
す
る
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

　

５
月
１
日
㈪
か
ら
31
日
㈬
ま
で

「
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

自
転
車
は
誰
で
も
乗
れ
る
便
利

な
乗
り
物
で
す
が
、
一
方
で
傘
差

し
運
転
や
、
乗
用
中
の
携
帯
電
話
・

音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
使
用
な
ど

ル
ー
ル
違
反
も
目
立
ち
ま
す
。

　

浜
田
市
内
で
も
、
昨
年
、
今
年

と
自
転
車
乗
用
中
の
人
が
車
と
衝

突
し
て
亡
く
な
っ
た
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
は
、
事
故
の
被
害
者
と

な
る
だ
け
で
な
く
、
歩
行
者
と
衝

突
す
る
と
加
害
者
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
自
転
車
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩

道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道

寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

・
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進

の
禁
止

・
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

・
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時

停
止
・
安
全
確
認

⑤
子
供
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

臨
港
道
路
福
井
４
号
線
の
橋
梁

の
桁
架
設
作
業
の
た
め
、
県
道
浜

田
商
港
線
の
夜
間
通
行
止
め
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　
５
月
25
日
㈭
～
６
月
15
日

㈭
の
う
ち
８
日
間
程
度

午
後
９
時
～
翌
日
午
前
５
時

場
所　
浜
田
市
熱
田
町
（
県
道
浜

田
商
港
線
）

問
い
合
わ
せ
先　

【
施
工
業
者
】
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白

石
㈱
工
事
作
業
所　

山
本
さ
ん
・

本
庄
さ
ん
（
☎
�
９
０
３
５
）

【
発
注
者
】
中
国
地
方
整
備
局
境

港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所
浜
田

港
出
張
所
（
☎
�
７
３
８
０
）

５月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
１ 月 熱田町 11～13
２ 火 熱田町 14、内田町
８ 月 長浜町１～８
９ 火 日脚町２～６・８・９、周布町
10 水 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台
11 木 唐鐘１～９
15 月 国分町１～３、唐鐘10・11、下府町４～６・８
16 火 下府町１～３・６－１、上府町伊甘
17 水 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６・８
18 木 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
22 月 殿町１～５、田町２～５
23 火 田町１、琵琶町、朝日町１～６・９・10
24 水 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５
25 木 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町
29 月 蛭子町、栄町、片庭町
30 火 港町１～４
31 水 京町、高田町、清水町、真光町
※　平成 29 年度より週４日（月～木曜日）の作業と

します。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に実施す

ることがあります。　
（本庁環境課くらしと環境係）

　

毎
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
ハ

チ
の
巣
の
駆
除
に
つ
い
て
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ハ
チ
は
、
春
先
か
ら
雨
や
風
が

し
の
ぎ
や
す
い
場
所
を
選
ん
で
巣

を
作
り
始
め
ま
す
。
中
で
も
ス
ズ

メ
バ
チ
は
、
７
月
か
ら
10
月
に
か

け
て
巣
の
発
達
が
頂
点
に
達
し
、

同
時
に
攻
撃
的
に
な
る
最
も
危
険

な
時
期
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

巣
が
小
さ
い
春
先
に
発
見
し
駆

除
を
行
え
ば
、
費
用
も
安
く
済
み

ま
す
。
早
期
の
発
見
、
早
期
の
駆

除
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ハ
チ
の
巣
が
で
き
や
す
い
場
所

家
の
軒
下
・
天
井
裏
・
壁
の
中
・

床
下
・
垣
根
や
植
え
込
み
の

中
・
木
の
洞
の
中
な
ど

ハ
チ
の
巣
の
駆
除
は

　

そ
の
土
地
の
所
有
者
又
は
管
理

者
が
、
駆
除
業
者
に
直
接
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

駆
除
業
者
（
五
十
音
順
）

・
㈱
さ
ん
び
る
浜
田
営
業
所

【
長
沢
町
（
☎
�
２
８
９
２
）】

・
㈱
ソ
ウ
カ
ン

【
後
野
町
（
☎
�
１
７
８
９
）】

　

５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
風

が
弱
く
、
気
温
の
高
い
晴
れ
た
日

に
、
空
気
中
の
光
化
学
オ
キ
シ
ダ

ン
ト
の
濃
度
が
高
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
注
意
喚
起

が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

一
定
の
濃
度
を
超
え
、
継
続
す

る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
光

化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
注
意
報
な
ど

の
発
令
や
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
注
意
喚

起
が
発
表
さ
れ
ま
す
が
、
直
ち
に

健
康
に
被
害
が
生
じ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
落
ち
着
い
て
対
応

し
て
く
だ
さ
い
。

○
屋
外
で
の
活
動
を
控
え
、
窓
を

で
き
る
だ
け
閉
め
ま
し
ょ
う
。

○
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
な
ど

で
は
、
子
ど
も
を
屋
内
に
戻
し

ま
し
ょ
う
。

○
目
・
の
ど
な
ど
に
刺
激
を
感
じ

た
人
は
、
洗
眼
や
う
が
い
を
し

ま
し
ょ
う
。

○
特
に
呼
吸
器
系
、
循
環
器
系
疾

患
の
あ
る
人
は
、
体
調
の
変
化

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
は
、

大
気
中
の
窒
素
化
合
物
・
炭
化

水
素
な
ど
が
紫
外
線
に
よ
っ
て

光
化
学
反
応
を
起
こ
し
生
成
さ

れ
る
オ
ゾ
ン
を
主
体
と
す
る
酸

化
性
物
質
で
す
。

※　

Ｐ
Ｍ
２
・
５
と
は
、
空
気
中

に
浮
遊
す
る
小
さ
な
粒
子
の
う

ち
、
粒
子
の
大
き
さ
が
２
・
５

マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
、

非
常
に
小
さ
な
粒
子
で
す
。（
人

の
髪
の
約
１
／
30
の
大
き
さ
で

す
。）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

　

環
境
影
響
評
価
法
に
基
づ
き
、

（
仮
称
）
大
佐
山
風
力
発
電
事
業

環
境
影
響
評
価
計
画
段
階
環
境
配

慮
書
を
縦
覧
に
供
す
る
と
と
も
に
、

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
事
業　
（
仮
称
）
大
佐
山
風

力
発
電
事
業（
風
車
17
基
予
定
）

事
業
者
名　
㈱
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー

イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

事
業
区
域　
島
根
県
浜
田
市
と
広

島
県
北
広
島
町
の
県
境
付
近

縦
覧
期
間　
５
月
12
日
㈮
ま
で

縦
覧
場
所

・
浜
田
市
役
所
環
境
課

・
市
役
所
各
支
所
市
民
福
祉
課

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

※　

グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
イ
ン
ベ
ス

ト
メ
ン
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

閲
覧
で
き
ま
す
。

http://greenpow
er.co.jp/

index.php/jp

意
見
・
質
問
の
提
出
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
内

容
を
記
入
の
上
、
縦
覧
場
所
に
設

置
の
意
見
箱
又
は
問
い
合
わ
せ
先

に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

郵
送
の
場
合
は
、
５
月
12
日

㈮
当
日
消
印
有
効
で
す
。

C
ク ー ル

OOL C
チ ョ イ ス

HOICEをご存じですか

　みなさんは、COOL CHOICEという言葉をご存
知ですか。COOL CHOICEとは、2030年度の温室
効果ガスの排出量を2013年度比で26%削減する
という目標達成のために、低炭素型の製品・サー
ビス・ライフスタイルなど温暖化対策のための
あらゆる「賢い選択」をしていこうという取組
です。
　ここ100年で、日本の平均気温は約１℃上が
りました。これ以上温度が上がると、地球はも
う回復できない傷を負う可能性があります。
　身の回りのものを選ぶとき、環境に配慮する
という目線でモノやコトを選んでみませんか。
一人ひとりの日頃の小さな選択が、地球の未来
を大きく変えていきます。

COOL CHOICEの例
・省エネ・低炭素型の製品を買う
・公共交通機関を利用する
・クールビズ・ウォームビズなど低炭素な行

動を実践する　　など
　市では、COOL CHOICEに賛同し、温暖化対
策のための様々な取組を推進・実施していき
ます。

COOL CHOICEについて詳しくは

（本庁環境課くらしと環境係）

・
太
平
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱
浜
田
営

業
所

【
長
沢
町
（
☎
�
０
８
３
２
）】

・
浜
田
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱

【
港
町
（
☎
�
１
５
９
８
）】

・
ハ
チ
セ
ン
モ
ン

【
上
府
町
（
☎
０
８
０
‐
６
３

　

１
７
‐
９
６
２
０
）】

・
フ
ジ
マ
害
虫
消
毒
㈲

【
片
庭
町
（
☎
�
６
４
７
１
）】

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

安
全
安
心

自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す

生
活
・
環
境

県
道
浜
田
商
港
線
夜
間
通
行

止
め
の
お
知
ら
せ

ハ
チ
の
巣
は
早
期
に
発
見
・

駆
除
を
し
ま
し
ょ
う

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
や

Ｐ
Ｍ
２・５
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い

（
仮
称
）
大
佐
山
風
力
発
電

事
業
に
係
る
計
画
段
階
配
慮

書
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

と
活
用
の
促
進
が
な
さ
れ
る
よ

う
、必
要
な
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ

ば
倒
壊
な
ど
著
し
く
保
安
上
危
険

な
状
態
に
あ
る
空
家
等
が
あ
る
場

合
、
そ
の
所
有
者
な
ど
に
対
し
、

危
険
な
状
態
を
解
消
す
る
た
め
の

措
置
を
行
う
よ
う
助
言
・
指
導
し

て
い
き
ま
す
。

所
有
者
な
ど
の
責
務

　

空
家
等
の
所
有
者
や
管
理
者

は
、
周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
常
に
自
ら
の

責
任
に
お
い
て
、
適
切
な
管
理
と

積
極
的
な
活
用
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
市
の
施
策
に
協
力
し

て
く
だ
さ
い
。

市
民
と
事
業
者
の
責
務

　

市
の
施
策
に
協
力
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
危
険
な
状
態
に
あ
る

空
家
等
を
発
見
し
た
と
き
は
、
市

に
情
報
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

市
の
支
援

　

危
険
な
状
態
に
あ
る
空
家
等
の

所
有
者
な
ど
に
対
し
、
危
険
な
状

態
を
解
消
す
る
た
め
の
必
要
な
支

援
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

浜
田
市
特
定
空
家
等
除
却
促
進
事

業
　

使
用
さ
れ
て
い
な
い
危
険
な
空

家
等
を
除
却
す
る
場
合
に
、
工
事

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

市
で
は
、使
用
予
定
の
な
い「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、

空
き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん

か
。
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、

空
き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の

情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、

使
用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登

録
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に

情
報
提
供
を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ham

ada-akiya.
com

/

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
政
策
企
画
課
定
住
婚
活
推

進
係
（
☎
�
９
２
０
０
）　

浜
田
市
特
定
空
家
等
対
策
事
業

　

市
街
地
に
あ
る
危
険
な
空
家
と

そ
の
土
地
を
寄
附
し
て
い
た
だ

き
、
市
が
そ
の
建
物
を
除
却
し
て

跡
地
を
地
域
活
性
化
の
た
め
の
用

地
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
築
住
宅
課
指
導
係

（
☎
�
９
６
３
２
）

　

工
業
統
計
調
査
は
、
例
年
12
月

31
日
に
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

調
査
日
を
６
月
１
日
に
変
更
し
て

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

県
知
事
か
ら
任
命
を
受
け
た
調

査
員
が
５
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
製
造

業
を
営
む
全
て
の
事
業
所
を
訪
問

し
、
従
業
者
数
や
業
務
の
内
容
、

構
内
事
業
所
の
有
無
な
ど
を
伺
う

準
備
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
対
応

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
調
査
の
対
象
と
な
る
事

業
所
へ
は
、
調
査
票
を
お
配
り
し

ま
す
。
今
回
の
調
査
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
も
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
情
報
政
策
課
統
計
企
画
係

（
☎
�
９
１
２
０
）

農
地
転
用
な
ど
の
申
請

　

農
地
転
用
な
ど
農
地
の
形
状
な

ど
を
変
更
す
る
場
合
は
、
次
の
手

続
が
必
要
で
す
。

①
転
用
許
可
申
請

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
（
住

宅
・
駐
車
場
・
資
材
置
場
・
墓

地
な
ど
）
に
転
用
す
る
場
合

②
農
地
利
用
目
的
変
更
届

田
か
ら
畑
へ
用
途
を
変
更
す
る

場
合

③
農
業
用
施
設
に
供
す
る
届

自
己
所
有
農
地
で
農
地
保
全
・

利
用
促
進
の
た
め
の
農
業
用
施

設
（
農
道
・
た
め
池
な
ど
）
や

２
ア
ー
ル
未
満
の
農
業
経
営
施

設
（
農
業
用
倉
庫
・
農
機
具
収

納
施
設
な
ど
）
に
転
用
す
る
場

合
※　

自
己
の
所
有
地
で
も
必
ず
許

可
を
受
け
て
か
ら
、農
地
転
用
・

用
途
変
更
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

こ
れ
ま
で
に
許
可
を
受
け
、

農
地
転
用
が
完
了
し
た
人
は
、

完
了
報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

④
農
地
の
相
続
等
の
届
出
書

農
地
の
権
利
を
相
続
な
ど
に
よ

り
取
得
し
た
場
合

※　

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
も
、
早
め
に
相
続
登
記
を

し
て
く
だ
さ
い
。

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
出

　

転
用
す
る
農
地
が
、
農
用
地
区

域
内
に
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
本

庁
農
林
振
興
課
又
は
各
支
所
産
業

建
設
課
で
指
定
の
有
無
を
確
認
の

上
、
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る

手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
除
外
申
出
の
受
付
は
、
年

２
回
（
５
月
末
と
11
月
末
締
切
）

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先

農
地
転
用
な
ど
に
つ
い
て

・
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
８
２
０
）

農
用
地
除
外
に
つ
い
て

・
本
庁
農
林
振
興
課
農
業
振
興
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

・
各
支
所
産
業
建
設
課

　

市
内
に
所
在
す
る
団
体
が
行
う

次
の
事
業
に
対
し
て
、
予
算
の
範

囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
政
治
団
体
・
宗
教
団

体
が
行
う
事
業
、
営
利
を
目
的
と

す
る
事
業
は
除
き
ま
す
。

　

軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
で
納

め
た
人
に
、
口
座
引
き
落
と
し
確

認
後
、
６
月
中
旬
に
車
検
用
の
納

税
証
明
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

納
税
証
明
書
を
送
付
す
る
の
は

車
検
が
必
要
な
車
種
の
み
で
す
。

２
５
０
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
や
小
型

特
殊
自
動
車
な
ど
は
対
象
外
で
す

の
で
、
納
税
証
明
書
の
送
付
は
行

い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
税
制
係

（
☎
�
９
２
３
０
）　

　

市
で
は
、
障
が
い
が
あ
る
人
が

利
用
す
る
軽
自
動
車
な
ど
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
軽
自
動

車
税
を
減
免
し
ま
す
。
減
免
を
受

け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
期

間
中
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
に
減
免
を
受
け
て
い

た
人
に
は
、
平
成
29
年
度
の
軽
自

動
車
税
納
税
通
知
書
に
減
免
の
案

内
文
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

減
免
申
請
期
間

５
月
11
日
㈭
～
31
日
㈬

申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者

手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
又
は
療
育
手
帳

・
運
転
免
許
証

・
減
免
を
受
け
る
車
両
の
自
動
車

検
査
証
（
車
検
有
効
期
限
内
の

も
の
に
限
り
ま
す
。
２
５
０
㏄

以
下
の
バ
イ
ク
は
不
要
で
す
。）

※　

減
免
の
要
件
や
申
請
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
相
談
窓
口
の
開
設

期
間　
５
月
11
日
㈭
～
19
日
㈮

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
本
庁
第
２
東
分
庁

舎
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
税
務
課
税
制
係

（
☎
�
９
２
３
０
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

※　

電
話
に
よ
る
意
見
・
質
問
は

お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

㈱
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
イ
ン
ベ

ス
ト
メ
ン
ト
【
〒
１
０
７
‐

０
０
５
２　

東
京
都
港
区
赤
阪

１
‐
11
‐
44
赤
坂
イ
ン
タ
ー
シ

テ
ィ
３
階
】

　

市
内
で
は
、
年
々
空
家
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
長
年
放
置
さ
れ
た

空
家
が
、
廃
屋
と
化
し
て
危
険
な

状
態
な
の
に
、
ど
こ
へ
連
絡
を
す

れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
、
ど
う

対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な

い
、
と
い
っ
た
相
談
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
危
険
な
空
家
は
、
建
築

材
を
飛
散
さ
せ
て
通
行
人
に
危
害

を
及
ぼ
し
た
り
、
景
観
上
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
た
り
す
る
ほ
か
、
不

審
者
の
侵
入
、
放
火
や
火
遊
び
の

対
象
に
な
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま

す
。

　

市
で
は
、
空
家
の
所
有
者
や
地

域
と
共
に
、
そ
の
問
題
解
決
に
取

り
組
む
た
め
「
浜
田
市
空
家
等
対

策
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
制

定
し
て
い
ま
す
。

条
例
の
目
的

①
責
務
の
明
確
化

　

市
・
空
家
等
の
所
有
者
・
市

民
・
事
業
者
の
責
務
を
決
め
て
い

ま
す
。

②
空
家
等
の
適
切
な
管
理
と
活
用

の
促
進

　

家
は
、
長
い
間
誰
も
住
ん
で
い

な
い
と
老
朽
化
が
急
速
に
進
み
ま

す
。
い
つ
で
も
住
め
る
よ
う
に
定

期
的
な
管
理
や
、
誰
か
に
使
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

③
居
住
環
境
の
保
全

　

老
朽
化
が
進
め
ば
屋
根
瓦
が
落

ち
た
り
、
壁
材
が
は
が
れ
て
飛
散

し
た
り
し
、
建
物
が
倒
壊
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
誰
も
が
簡
単
に

建
物
に
侵
入
で
き
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
犯
罪
が
起
こ
っ
た
り
、
放
火

や
火
遊
び
に
よ
り
火
災
が
発
生
し

た
り
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

④
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現

　

空
家
等
を
適
切
に
管
理
す
る
こ

と
は
、
人
命
を
は
じ
め
地
域
の
安

全
を
確
保
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

空
家
等
に
つ
い
て
の
責
務

市
の
責
務

　

市
は
、
空
家
等
の
適
切
な
管
理

対
象
事
業

⑴　

島
根
県
立
大
学
や
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
島
根
の

教
員
又
は
学
生
と
共
同
で
行
う

交
流
・
文
化
事
業
（
教
員
又
は

学
生
が
企
画
や
運
営
に
携
わ
る

事
業
に
限
る
）

⑵　

島
根
県
立
大
学
や
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
島
根
が

交
流
す
る
大
学
又
は
そ
の
所
在

す
る
地
域
と
の
交
流
事
業

補
助
金
額　
事
業
に
要
し
た
費
用

（
飲
食
に
要
し
た
費
用
を
除

く
。）
の
３
／
４
以
内
の
額
で
、

１
事
業
あ
た
り
５
万
円
（
千
円

未
満
切
捨
て
）
を
限
度
と
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域

交
通
学
校
支
援
係

（
☎
�
９
２
０
１
）

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て

く
だ
さ
い

産
業
・
地
域
活
性
化

６
月
１
日

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

農
地
転
用
の
申
請
や
各
種
届
出

及
び
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外

申
出
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い

大
学
な
ど
と
の
交
流
活
動
を

支
援
し
ま
す

税
務
・
納
税

口
座
振
替
利
用
者
の
車
検
用

納
税
証
明
書
を
送
付
し
ま
す

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
と

相
談
窓
口
開
設
の
お
知
ら
せ

で
す

住
宅

空
家
の
適
切
な
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗
布
し
ま

す
。）む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
所
が
あ
る
１

歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
園
（
所
）・
幼
稚
園
で

実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
程　
６
月
８
日
㈭

受
付　
午
後
１
時
10
分
～
１
時
30

分
場
所　
旭
保
健
セ
ン
タ
ー
（
今
市

公
民
館
）

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
。）

　

市
で
は
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
任
意

予
防
接
種
の
接
種
費
用
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。
助
成
対
象
者

に
は
、
１
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
に

助
成
券
を
送
付
し
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
所
の
あ
る
１

歳
児

期
間　平

成
30
年
３
月
31
日
㈯
ま
で

助
成
金
額　

１
回
分　

４
、０
０
０
円

※　

自
己
負
担
額
は
、
医
療
機
関

に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
予
約
の

際
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
医
療
機
関　
次
ペ
ー
ジ
の
個

別
接
種
医
療
機
関
一
覧
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

接
種
期
間　
平
成
30
年
３
月
31
日

㈯
ま
で

実
施
医
療
機
関　
次
ペ
ー
ジ
の
個

別
接
種
医
療
機
関
一
覧
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
な
ど
の
定
期
予
防
接
種

予
防
接
種
の
種
類
な
ど

次
ペ
ー
ジ
表
の
と
お
り

料
金　
無
料

※　

対
象
年
齢
・
接
種
間
隔
な
ど

を
は
ず
れ
て
接
種
す
る
と
料
金

が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

持
参
す
る
も
の　
母
子
手
帳

注
意
事
項

・
子
ど
も
の
健
康
状
態
と
対
象
年

齢
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
積
極
的
に
勧
め
て
い
ま

せ
ん
。
接
種
に
あ
た
っ
て
は
、

有
効
性
と
リ
ス
ク
を
理
解
し
た

上
で
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
定
期
予
防
接
種

対
象

①
平
成
30
年
３
月
末
ま
で
に
次
の

年
齢
に
な
る
市
民

・
65
歳
（
昭
和
27
年
４
月
２
日
～

昭
和
28
年
４
月
１
日
生
）

・
70
歳
（
昭
和
22
年
４
月
２
日
～

昭
和
23
年
４
月
１
日
生
）

・
75
歳
（
昭
和
17
年
４
月
２
日
～

昭
和
18
年
４
月
１
日
生
）

・
80
歳
（
昭
和
12
年
４
月
２
日
～

昭
和
13
年
４
月
１
日
生
）

・
85
歳
（
昭
和
７
年
４
月
２
日
～

昭
和
８
年
４
月
１
日
生
）

・
90
歳
（
昭
和
２
年
４
月
２
日
～

昭
和
３
年
４
月
１
日
生
）

・
95
歳
（
大
正
11
年
４
月
２
日
～

大
正
12
年
４
月
１
日
生
）

・
１
０
０
歳
（
大
正
６
年
４
月
２

日
～
大
正
７
年
４
月
１
日
生
）

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
免
疫

機
能
障
害
が
あ
り
、
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
相
当
の
市
民

※　

こ
れ
ま
で
に
１
度
で
も
23
価

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
人
は
定
期
接

種
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

接
種
回
数　
１
回

接
種
料
金　
３
、０
０
０
円　

（
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
）

持
参
す
る
も
の　
保
険
証（
住
所
・

生
年
月
日
な
ど
を
証
明
す
る
も

の
）・
免
除
証
明
書
（
必
要
な

人
の
み
）・
身
体
障
害
者
手
帳

（
必
要
な
人
の
み
）

注
意
事
項　
予
防
接
種
の
効
果
や

副
反
応
な
ど
を
十
分
理
解
し
た

上
で
、
接
種
す
る
か
ど
う
か
を

判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
地
域
医
療
対
策
課
保
健
予

防
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　

ま
た
、
新
車
新
規
登
録
か
ら
11

年
経
過
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
及
び

13
年
経
過
し
た
ガ
ソ
リ
ン
・
Ｌ
Ｐ

Ｇ
車
は
、税
額
が
約
15
％
（
バ
ス
・

ト
ラ
ッ
ク
は
約
10
％
）
加
算
（
重

課
）
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
税

務
部
不
動
産
・
自
動
車
課
税
課

（
☎
�
５
７
３
７
）

い
き
い
き
配
食
サ
ー
ビ
ス

　

昼
食
の
確
保
が
困
難
な
人
に
、

高
齢
者
向
け
の
弁
当
を
ご
自
宅
に

配
達
し
ま
す
。
併
せ
て
安
否
確
認

を
行
い
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
内
に
お
住
ま
い
で

次
に
該
当
す
る
人

⑴　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
又
は
障

が
い
者
の
み
の
世
帯
の
人

⑵　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
障
が

い
者
の
み
の
世
帯
の
人

利
用
料

・
弁
当　
　
　
　

１
食
４
０
０
円

・
お
か
ず
の
み　

１
食
３
２
０
円

緊
急
通
報
装
置
（
サ
ス
ケ
）

　

緊
急
時
に
、
固
定
電
話
に
接
続

し
た
緊
急
通
報
装
置
又
は
ペ
ン
ダ

ン
ト
型
発
信
機
の
ボ
タ
ン
を
押
す

と
サ
ス
ケ
セ
ン
タ
ー
に
通
報
さ
れ

ま
す
。
状
況
に
よ
っ
て
、
近
所
の

協
力
員
（
事
前
登
録
が
必
要
）・

地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
や

消
防
署
な
ど
に
連
絡
し
ま
す
。
サ

ス
ケ
セ
ン
タ
ー
は
24
時
間
３
６
５

日
稼
働
し
て
い
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
内
に
お
住
ま
い
で

次
に
該
当
す
る
人

⑴　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
又
は
障

が
い
者
の
み
の
世
帯
の
人

⑵　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
障
が

い
者
の
み
の
世
帯
の
人

利
用
料　
１
か
月　

９
７
２
円

（
85
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
の

人
は
５
０
０
円
）

※　

利
用
者
の
不
注
意
で
機
器
が

破
損
し
た
場
合
の
修
理
代
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
健
康
長
寿
課
高
齢
者
包
括

支
援
係
（
☎
�
９
３
２
１
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　

毎
年
５
月
12
日
は「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
」
で
す
。
ま
た
、

５
月
12
日
か
ら
18
日
ま
で
は
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
を
地
域

の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め

の
「
活
動
強
化
週
間
」
で
す
。

　

今
年
は
、
民
生
委
員
制
度
創
設

１
０
０
周
年
、
児
童
委
員
制
度
創

設
70
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の

年
で
す
。
こ
の
た
め
、
全
国
民
生

委
員
児
童
委
員
連
合
会
が
提
唱
し

て
い
る
「
広
げ
よ
う
地
域
に
根
ざ

し
た
思
い
や
り
」
行
動
宣
言
に
よ

る
安
全
で
安
心
な
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
た
様
々
な
取
組
が
、

積
極
的
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
様
々
な
相
談

に
応
じ
、
各
種
制
度
の
紹
介
や
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め

の
行
政
や
専
門
機
関
と
の
連
携
な

ど
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
福
祉

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
生
活

上
の
心
配
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

（
☎
�
９
３
０
０
）

自
動
車
税
の
納
期
限

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31

日
㈬
で
す
。
必
ず
納
期
限
ま
で
に

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
パ
ソ
コ
ン
・
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
利
用
し
て
納
付
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

納
税
通
知
書
発
送
日

　

５
月
１
日
㈪

納
付
場
所
・
方
法

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
、
県
民
セ
ン
タ
ー
の
窓

口
、ペ
イ
ジ
ー
納
付（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
・
モ
バ
イ

ル
バ
ン
キ
ン
グ
、
ペ
イ
ジ
ー
対

応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
）、
パ
ソ
コ
ン
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納

付
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
税
制

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

29
年
３
月
31
日
ま
で
に
新
車
新
規

登
録
さ
れ
た
自
動
車
で
、
低
燃
費

及
び
排
出
ガ
ス
性
能
が
一
定
の
基

準
を
満
た
す
自
動
車
は
、
そ
の
満

た
す
基
準
に
応
じ
て
、
平
成
29
年

度
の
税
額
が
約
75
％
又
は
50
％
軽

減
さ
れ
ま
す
。

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

旭
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉

係
（
☎
�
１
４
３
５
）
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　脳卒中は、脳の血管がつまったり、破れたり
することで、脳がダメージを受けてしまう病気
です。浜田市は、島根県と比較して脳卒中で亡
くなる人が多くみられます。
あなたの「脳卒中に関する知識度」をチェック
してみましょう。
問１脳卒中を引き起こす原因と思われるものを

選びましょう。
①高血圧　②胃潰瘍　③脂質異常症　④糖尿病
⑤腰痛　⑥心房細動　⑦喫煙　⑧飲酒　⑨肥満
⑩運動不足
問２脳卒中発症時の５つの症状を選びましょう。
①ろれつが回らなくなる　②片方の目が見えな
くなる　③立てなくなったり、歩けなくなる　
④両手の指先がしびれる　⑤経験したことのな
い激しい頭痛がする　⑥息苦しくなる　⑦片方

の手足や顔半分のまひ・しびれが起こる
問３脳卒中かなと思ったらどうしますか。
①すぐに救急車を呼ぶ　②すぐにかかりつけ
医や病院を受診する　③しばらく様子を見る

水分不足にも注意を
　血液中の水分が不足すると血液がどろっと
して血管がつまりやすくなります。１日に必
要な水分量は1.5 ～２ℓです。コップ１杯程
度の水分をこまめに飲むことが大切です。

　脳卒中にならないために、生活習慣を見直
し、定期的に健診を受けましょう。

（旭支所市民福祉課）

健 康 コラムコラム
脳卒中を予防しよう！

クイズの答え　問１①③④⑥⑦⑧⑨⑩　
問２①②③⑤⑦　問３①

子
育
て

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布
を

実
施
し
ま
す

健
康
・
福
祉

お
た
ふ
く
か
ぜ
任
意
予
防
接
種

に
対
し
て
助
成
し
ま
す

定
期
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

ご
存
知
で
す
か

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

５
月
12
日
か
ら
18
日
ま
で
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

強
化
週
間
で
す

自
動
車
税
の
納
期
限
と
グ
リ
ー

ン
化
税
制
の
お
知
ら
せ
で
す
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安
全
安
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産
　
　
　
業

地
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活
性
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保
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医
療
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金

教
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ポ
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納
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健
康
・
福
祉

子

育

て

●は、中学生までが対象です。　△は、２期のみです。

医療機関名
乳幼児など定期任意予防接種 高齢者肺炎球菌

Ｂ肝 ヒブ 小児用
肺炎球菌 ４種 ポリオ BCG

MR
水痘 日本

脳炎 DT 子宮
頸がん おたふく 可否 通院・入院

患者のみ 予約１期 ２期
さいとう小児科内科医院
朝日町（☎�０２２８） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
さかね内科
殿町（☎�２２３４） ○ ○ ○ ○ ○ ○
さわだこどもクリニック
国分町（☎�３７７７） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
島田病院
殿町（☎�２５１１） ○ ○
すみれ小児科
熱田町（☎�１００６） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険大麻診療所
西村町（☎�００１４） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
心療内科田中クリニック
長沢町（☎�１６５０） ○ ○
中村医院
片庭町（☎�１１８３） ○ ○ ○ ○
中村胃腸科内科医院
笠柄町（☎�８０００） ○ ○
中村呼吸器内科医院
内村町（☎�４５９３） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中村整形外科
殿町（☎�３３２５） ○ ○
西川胃腸科内科医院
相生町（☎�０１００） ○ ○
西川病院
港町（☎�２３９０） ○ ○ ○
能美クリニック
天満町（☎�３２３１） ○ ○ ○
浜田医療センター（小児科）
浅井町（☎�０５０５） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○
半田医院
港町（☎�０２８８） ○ ○
真鍋医院
国分町（☎�００３１） ○ ○ ○ ○
丸山内科クリニック
相生町（☎�１１１５） ○
都医院
治和町（☎�０１００） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
彌重内科眼科医院
高田町（☎�１５２７） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
やすぎクリニック
下府町（☎�１９１１） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
山根病院
熱田町（☎�０６８８） ○ ○ ○ ○ ○ ○
金城沖田医院
金城町七条（☎�１８００） ○ ○
国民健康保険波佐診療所
金城町波佐（☎�０００１） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険あさひ診療所
旭町丸原（☎�０００２） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
酒井外科内科医院
旭町今市（☎�０２２２） ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険弥栄診療所
弥栄町木都賀（☎�５００１） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
寺井医院
三隅町三隅（☎�００３８） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中村医院
三隅町三隅（☎�００２１） ○ △ ○ ○ ○
野上医院
三隅町三隅（☎�００３１） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
山根病院三隅分院
三隅町岡見（☎�４３４３） ○ ○ ○ ○
びおら小児科
江津市（☎0855�5355） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上田医院
邑南町（☎0855�0070） ○ ○

※　定期予防接種は、市内の医療機関で接種するのが原則です。入院・入所や里帰りなどのため、浜田市を長期間離れ市
内の医療機関で接種ができない場合は、接種前に連絡してください。

定期予防接種一覧
ワクチン名 対象者　　 標準的な接種回数・接種間隔

Ｂ型肝炎 １歳未満
３回（生後２か月～９か月で接種）
※　27日以上の間隔をあけて２回接種し、１回目接種
から139日以上（２回目接種から６日以上）の間隔を
あけて１回接種してください。

ヒブ

【標準的な接種開始期間】
初回接種開始が、
生後２か月～７か月未満

初回３回（１歳未満で接種）・追加１回
※　27日～56日の間隔をあけて３回接種し、３回終了
後７か月～１年１か月あけて１回接種してください。

初回接種開始が、
生後７か月～１歳未満

初回２回（１歳未満で接種）・追加１回
※　27日～56日の間隔をあけて２回接種し、２回終了
後７か月～１年１か月あけて１回接種してください。

初回接種開始が、１歳～５歳未満 １回

小児用肺炎球菌

【標準的な接種開始期間】
初回接種開始が、
生後２か月～７か月未満

初回３回（１歳未満で接種）
追加１回（１歳～１歳３か月で接種）
※　27日以上の間隔をあけて３回接種し、３回終了後
60日以上あけて１回接種してください。

初回接種が、
生後７か月～１歳未満

初回２回（１歳未満で接種）
追加１回（１歳以上で接種）
※　27日以上の間隔をあけて２回接種し、２回終了後
60日以上あけて１回接種してください。

初回接種開始が、１歳～２歳未満 ２回
※　60日以上の間隔をあけて２回接種してください。

初回接種開始が、２歳～５歳未満 １回
ジフテリア
百日せき
破傷風
ポリオ
①又は②を
接種

①４種混合
（ジフテリア・百日せ
き・破傷風・ポリオ） 生後３か月～７歳半未満

初回３回・追加１回
※　20日～56日の間隔をあけて３回接種し、３回接種
後１年～１年半あけて１回接種してください。

※　ポリオ生ワクチンをこれまで接種した場合、接種
回数が変わります。主治医に相談してください。②不活化ポリオ

ＢＣＧ（小児結核） １歳未満 １回（生後５か月～８か月で接種）

ＭＲ
（麻しん・風しん）

第１期　１歳～２歳未満
第２期　保育所・幼稚園の年長児相当

（H23.4.2～H24.4.1生まれ）
第１期　１回
第２期　１回

水痘 １歳～３歳未満

２回
※　１回目は１歳から１歳３か月までに接種し、２回
目は１回目終了後、６か月～１年あけて接種してく
ださい。

※　水痘に罹患した人は、接種対象外になります。

日本脳炎

【標準的な接種】
第１期　３歳～７歳半未満
第２期　９歳～13歳未満
【特例対象者】　積極的勧奨差し控
えにより接種機会を逃した人

第１期　初回２回・追加１回
※　６日～28日の間隔をあけて２回接種し、２回接種
後１年あけて１回接種してください。

第２期　１回
特例対象者　接種については主治医に相談してください。

ＤＴ
（ジフテリア・破傷風）

小学校６年生相当
（H17.4.2～H18.4.1生まれ） １回

子宮頸がん予防ワクチン 中学校１年生相当～高校１年生相当
の女子（H13.4.2～H17.4.1生まれ）

　ワクチンは２種類あります。どちらかを選び、同じ
ワクチンを３回接種してください。

個別接種医療機関

医療機関名
乳幼児など定期任意予防接種 高齢者肺炎球菌

Ｂ肝 ヒブ 小児用
肺炎球菌 ４種 ポリオ BCG MR 水痘 日本

脳炎 DT 子宮
頸がん おたふく 可否 通院・入院

患者のみ 予約１期 ２期
池田ひ尿器科皮ふ科医院
朝日町（☎�５３５３） ○ ○
うのピアノクリニック
宇野町（☎�１９１１） ○ ○ ○ ○
江木医院
片庭町（☎�１１８１） ○
大石内科医院
黒川町（☎�０３１３） ○ ○ ○
岡本胃腸科内科医院
長沢町（☎�５５５５） ○
沖田内科医院
蛭子町（☎�０７６７） ○
沖田病院
殿町（☎�１５５５） ○ ○
笠田医院
牛市町（☎�１６２１） ○ ○ ○ ○ ○ ○
北村内科クリニック
国分町（☎�２２５７） ○ ○
小池医院
日脚町（☎�１０２０） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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平
成
29
年
３
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま

し
た
。

※　

任
意
継
続
被
保
険
者
は
４
月

分
（
４
月
納
付
分
）
か
ら
変
わ

り
ま
し
た
。

健
康
保
険
料
率
（
島
根
支
部
）

10
・
10
％
（
変
更
前
10
・
09
％
）

※　

健
康
保
険
料
率
は
、
都
道
府

県
ご
と
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
料
率
（
全
国
一
律
）

１
・
65
％
（
変
更
前
１
・
58
％
）

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

国
民
健
康
保
険
「
一
日
外
来

人
間
ド
ッ
ク
」

　

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

健
康
の
保
持
増
進
と
病
気
の
早
期

発
見
を
目
的
と
し
て
「
一
日
外
来

人
間
ド
ッ
ク
」
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
健
康
状
態
を
チ
ェ

ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

検
査
項
目　
問
診
、
身
体
計
測
、

診
察
、
視
力
検
査
、
聴
力
検
査
、

尿
検
査
、
呼
吸
機
能
検
査
、
血

圧
測
定
、
心
電
図
、
血
清
脂
質

検
査
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
血

液
一
般
検
査
、
肝
機
能
検
査
、

腎
機
能
検
査
、
膵
機
能
検
査
、

血
糖
検
査
、
消
化
器
検
査
（
胃

カ
メ
ラ
又
は
バ
リ
ウ
ム
）、
大

腸
が
ん
検
査
（
便
潜
血
検
査
）、

Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、

梅
毒
反
応
、腹
部
超
音
波
検
査
、

保
健
指
導
、
総
合
評
価　

な
ど

※　

受
診
す
る
医
療
機
関
に
よ
っ

て
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

受
診
医
療
機
関　
市
内
の
医
療
機

関
（
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
受

入
れ
定
員
が
あ
り
ま
す
。）

受
診
期
間

７
月
～
平
成
30
年
２
月（
予
定
）

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人 

⑴　

平
成
29
年
５
月
１
日
現
在
、

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
で
、
74
歳
ま
で
（
昭
和
17
年

５
月
２
日
以
降
生
ま
れ
）
の
人

※　

受
診
日
当
日
ま
で
に
、
ほ
か

の
健
康
保
険
（
後
期
高
齢
者
医

療
を
除
く
）
に
加
入
さ
れ
た
場

合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

⑵　

保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と

⑶　

平
成
29
年
度
に
国
保
脳
ド
ッ

ク
及
び
市
が
行
う
巡
回
人
間

ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
な
い
こ

と
定
員　
３
０
０
人

（
内
訳
は
、
浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
内
健
診
セ
ン
タ
ー
２
０
０

人
、市
内
医
療
機
関
１
０
０
人
）

自
己
負
担
額　
８
、０
０
０
円 

申
込
締
切
日　
５
月
12
日
㈮
必
着

申
込
方
法　
郵
便
は
が
き
に
受
診

希
望
者
の
①
住
所
・
②
氏
名
・

③
性
別
・
④
生
年
月
日
・
⑤
連

絡
先
電
話
番
号
を
必
ず
記
入
の

上
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
（
先

着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。 

宛
先　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　

浜
田
市
殿
町
１
番
地　

浜
田
市

役
所
医
療
保
険
課
「
人
間
ド
ッ

ク
」
係 

は
が
き
記
入
例

 

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

・
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

行
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
28
年

度
に
一
日
外
来
人
間
ド
ッ
ク
の

助
成
を
受
け
て
い
な
い
人
を
優

先
し
て
抽
選
し
ま
す
。

・
抽
選
の
結
果
は
、
５
月
下
旬
に

全
員
へ
通
知
し
ま
す
。 

注
意
事
項

・
電
話
な
ど
で
の
申
込
み
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
。 

・
は
が
き
は
、
受
診
希
望
者
１
人

に
つ
き
１
枚
で
す
。
１
枚
に
２

人
以
上
の
氏
名
を
記
入
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。 

・
同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
１
枚
の
み
有
効

（裏）
①受診希望者の住所
②受診希望者の氏名
③受診希望者の性別
④受診希望者の生年月日
⑤連絡先電話番号

（表）　〒697-8501

浜田市殿町１番地

浜田市役所
医療保険課

「人間ドック」係

と
な
り
ま
す
。 

・
は
が
き
に
記
載
さ
れ
た
人
以
外

が
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係
１
階

⑥
番
窓
口
（
☎
�
９
４
１
０
） 

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
日
常
生
活

の
中
の
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決

に
向
け
て
き
め
細
や
か
な
支
援
を

す
る
た
め
に
、
市
町
村
長
の
推
薦

を
受
け
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

　

法
務
局
職
員
と
共
に
人
権
相
談

の
実
施
や
人
権
尊
重
の
理
念
を
市

民
に
広
め
る
た
め
、
学
習
会
の
開

催
、
啓
発
物
品
の
配
布
な
ど
、
地

域
に
密
着
し
た
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

人
権
相
談
は
無
料
で
、
各
自
治

区
で
受
け
て
お
り
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　６月以降のがん検診の日程は、「平成29年度各種
健（検）診日程表」をご覧ください。
※　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種
がん検診を、無料で受診することができます。

※　がん検診受診の際は、本人確認ができるもの（健
康保険証・運転免許証など）をご持参ください。

問い合わせ先
本庁地域医療対策課保健予防係（☎�９３１１）

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピローマ
ウイルス）検査を無料で受けることができます。

【医療機関で受診する場合】
医療機関によっては、予約が必要となります。
対象　20歳～ 49歳の女性

実施期間 ５月１日㈪～平成30年２月28日㈬

実施場所

江木医院（☎�１１８１）（予約不要）

浜田医療センター内健診センター
（☎�７７００）（要予約）
予約受付時間　14:00～16:00
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　 9:00～ 9:30
検査時間　10:00～

【検診車で受診する場合】（予約不要）
対象　20歳以上の女性

実施日 受付時間 会　場

浜
田

５月19日㈮
9:00～ 9:15 日脚児童館

10:15～10:30 美川公民館西分館
11:00～11:15 櫟田原公民館

５月20日㈯
（休日検診）

9:30～11:30 市役所本庁地階会議室13:00～14:30

５月23日㈫

9:00～ 9:30 美川公民館
10:00～10:30 石原集会所
11:00～11:15 福井集会所
13:00～13:30 ラ・ペアーレ浜田
14:15～14:30 生湯町４町内集会所

５月24日㈬
9:30～ 9:45 石見公民館宇津井分館

10:30～10:50 宇野東児童館
11:20～11:35 国府公民館有福分館

金
城

５月24日㈬ 13:30～13:50 美又公民館（みまた会館）
14:20～14:50 みどりかいかん

５月25日㈭

9:00～ 9:30 波佐公民館（ときわ会館）
10:00～10:20 小国公民館（おぐに会館）
11:00～11:30 久佐公民館（くざ会館）
13:30～14:00 今福公民館（ふれあい会館）
14:30～14:50 小笹集会所

旭 ５月18日㈭

9:00～ 9:30 都川高齢者活動促進センター
10:00～10:20 市木生活改善センター
11:00～11:20 重富生活改善センター
11:40～12:00 木田生活改善センター
13:15～14:15 旭保健センター

弥
栄 ５月19日㈮ 13:00～13:30 弥栄老人福祉センター

14:00～14:30 弥栄会館

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、和暦で奇数年生まれの人及び
クーポン券が送付された人

【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内　健診センター
　　　　（☎�７７００）
申込受付時間　14:00～16:00

実施期間

５月９日㈫～平成30年２月28日㈬
毎週火・水・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　島根県環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会　場
浜
田

５月20日㈯
（休日検診）

 9:00～11:30 市役所本庁地階会議室13:00～15:00

金
城

５月２日㈫  9:00～11:30 今福公民館（ふれあい会館）
13:00～15:00 美又公民館（みまた会館）

５月10日㈬ 13:00～15:00 波佐公民館（ときわ会館）

５月12日㈮ 9:00～11:30 久佐公民館（くざ会館）
13:00～15:00 小国公民館（おぐに会館）

旭 ５月８日㈪ 9:00～11:30 旭保健センター13:00～15:00 
弥
栄 ５月10日㈬  9:00～11:00 弥栄会館

※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）を
受けられません。

・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）

胃がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会　場

浜
田

５月17日㈬ 9:00～10:00 石見公民館
13:00～13:30 石見公民館細谷分館

５月18日㈭
9:00～ 9:30 国府公民館

11:15～11:30 宇野東児童館
13:30～14:00 石見公民館宇津井分館

５月22日㈪
8:30～ 9:00 日脚児童館

10:00～11:00 美川公民館
13:00～13:30 櫟田原公民館

５月23日㈫
8:00～ 9:00 久代公民館

10:30～11:30 上府三宅集会所
13:30～14:00 国府公民館有福分館

５月24日㈬ 13:30～14:00 石見公民館長見分館
金
城 ５月24日㈬ 8:00～ 9:00 波佐公民館（ときわ会館）

10:00～11:00 小国公民館（おぐに会館）
弥
栄 ５月31日㈬ 8:00～ 9:00 弥栄会館

10:00～11:00 弥栄老人福祉センター

三
隅 ５月30日㈫

9:00～ 9:30 岡見公民館
10:30～11:00 黒沢公民館
13:30～14:00 白砂公民館

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受
診６時間前には必ず食事を済ませてください。午後か
らの受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこなど

※　

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人

（
介
護
保
険
第
２
号
被
保
険
者
）

は
、
健
康
保
険
料
率
に
介
護
保

険
料
率
が
加
わ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

全
国
健
康
保
険
協
会
島
根
支
部

企
画
総
務
グ
ル
ー
プ

（
☎
０
８
５
２
�
５
１
４
０
）

保
険
・
医
療
・
年
金

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）
島
根
支
部
の
保
険
料
率

が
変
わ
り
ま
し
た

人
権

人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
知

で
す
か

５月各種がん検診の日程
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

国
際
交
流
員
の

　
　
　
　派
遣
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
国
際
交
流
や
国
際
理

解
の
推
進
の
た
め
、
英
語
圏
・
ベ

ト
ナ
ム
・
中
国
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１

人
ず
つ
国
際
交
流
員
を
配
置
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
や
公
民
館
・
団
体
な
ど
の

諸
行
事
に
国
際
交
流
員
を
呼
ん
で
、

外
国
の
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。

派
遣
内
容　
国
際
理
解
の
取
組
・

交
流
活
動
な
ど

具
体
例　
米
国
・
ベ
ト
ナ
ム
・
中

国
の
文
化
に
つ
い
て
話
を
聞
い

た
り
、
各
国
の
遊
び
を
体
験
し

た
り
す
る
こ
と
で
の
交
流
な
ど

申
込
方
法　
派
遣
日
時
・
交
通
手

段
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
担
当

と
確
認
後
、
所
定
の
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
観
光
交
流
課
交
流
推
進
係

（
☎
�
９
２
０
２
）

于
う
　清

せい
さん

（中国）
ニュン　グェン　ティー　ゴクさん

（ベトナム）
パメラ　スリヤチャイさん

（米国）

平
成
29
年
度

浜
田
市
国
際
交
流
員
を
紹
介
し
ま
す

国際交流員コラム

　「日本語の勉強で難しいことは何ですか？」
とよく質問されますが、私にとっては敬語が難
しいです。ベトナム語には、そもそも敬語とい
う概念がないと思われます。では、ベトナム人
は普段のコミュニケーションで敬語を使わない
のでしょうか？
　ベトナム語では、敬語の概念が日本語のよう
にはっきり示されませんが、丁寧・尊敬の気持
ちを表す言葉や話し方があります。文の主語・
動詞・目的語をきちんと使うと丁寧な表現にな
ります。さらに、文頭にda・（ザー）、thu’a（トゥ
ア）や、文末にa・（アー）という敬意を表す言
葉を加えることで、敬語の表現になります。子
どもは目上の人と話すとき、主語を入れること
で尊敬の気持ちを表すことを日々教わります。
この表現ができない子どもは周りの人から親に
教育されていないと評価されます。
　また、ベトナム語の会話では相手の呼び方を
主語にしたり、自分のことを称したりします。
同じ人でも、相手との関係・年齢・性別・身分・
親しさによって、「私」（自分）・「あなた」（相
手）の呼称詞を変化させます。基本は親族関係

に基づき当てはめることで、謙譲・尊敬の気持
ちが表せます。例えば、兄・姉のような年齢に
当たる人はanh（兄）chi・（姉）に対して、自
分のことはem（弟・妹）になります。両親く
らいの年上のchú（おじさん）、cô（おばさん）
に対して、自分のことはcháu（甥・姪）と称
します。適切な呼称詞を使うと、丁寧で礼儀正
しい人だと評価され、良い印象をもたらし、効
果的なコミュニケーションになります。家族を
大切にするベトナム文化が、敬語の表現、豊富
な呼称詞に反映されています。「内・外」の関
係を意識しながら、動詞を活用し、敬意を表す
日本語はベトナム語と違いますね。もし、初対
面のベトナム人に年齢を聞かれたら、戸惑わず
に、自分と会話をするために相応の呼称詞を当
てはめるための判断だと理解してください。
　「外国語を学ぶことは、新しい扉を開くこと」
とどこかで聞いたことがありますが、皆さんは
どう思いますか？

初対面で「何歳ですか」と聞かれたら？

ニュン グェン ティー ゴク

浜
田

日
時　
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時

～
正
午
・
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
市
役
所
本
庁
１
階
市
民
相

談
室　

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

西
井
久
美
子
（
高
田
町
）

坂
野　

昭
憲
（
黒
川
町
）

羽
野　

瑞
枝
（
黒
川
町
）

松
山
レ
イ
子
（
竹
迫
町
）

金
本　

孝
惠
（
熱
田
町
）

村
井　
　

勉　
（
日
脚
町
）

其
原　

繁
広
（
内
田
町
）

石
田　

啓
真
（
下
府
町
）

佐
々
木
千
恵
美
（
下
有
福
町
）

金
城

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

古
城　
　

護
（
金
城
町
久
佐
）

森
内　

純
子
（
金
城
町
七
条
）

竹
田　
　

聰
（
金
城
町
小
国
）

旭　
　
　

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

上
野　

壽
友
（
旭
町
今
市
）

日
ノ
原
勝
惠
（
旭
町
都
川
）

弥
栄

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

金
高　

梅
子
（
弥
栄
町
稲
代
）

王
子　

幸
子（
弥
栄
町
木
都
賀
）

三
隅

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

桑
原　
　

徹
（
三
隅
町
折
居
）

石
川　

朝
子
（
三
隅
町
三
隅
）

井
上　

範
子
（
三
隅
町
三
隅
）

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
市
内
で
開

催
さ
れ
る
様
々
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

史
跡
や
景
色
な
ど
浜
田
の
魅
力

が
発
見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

参
加
し
完
歩
す
る
と
、
参
加
証

に
シ
ー
ル
を
貼
付
し
ま
す
。
今
年

度
開
催
さ
れ
る
大
会
に
、
20
回
以

上
参
加
（
平
成
28
年
度
事
業
合
算

可
）
す
る
と
、
そ
の
参
加
証
を
収

納
で
き
る
フ
レ
ー
ム
を
進
呈
し
ま

す
。

※　

対
象
大
会
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
☎
�
９
７
２
１
）　

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
と
人
材

育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
け
る

全
国
大
会
及
び
国
際
大
会
出
場
者

（
個
人
・
団
体
）
に
激
励
金
を
交

付
し
ま
す
。

対
象

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
県
又
は
県
単
位
以
上
の
地
域
の

代
表
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
全
国
大
会
に
出
場
す
る
人

（
た
だ
し
、
予
選
又
は
選
抜
を

経
て
全
国
規
模
で
実
施
さ
れ
る

競
技
大
会
に
限
る
。）

・
国
際
大
会
に
つ
い
て
は
、
日
本

代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と

必
要
書
類

・
全
国
大
会
へ
の
出
場
に
関
す
る

届
出

・
全
国
大
会
要
項

・
全
国
大
会
出
場
申
込
書
の
写
し

及
び
参
加
者
名
簿
（
全
国
大
会

出
場
申
込
書
の
写
し
に
参
加
者

全
員
の
住
所
が
記
載
さ
れ
て
い

れ
ば
参
加
者
名
簿
は
不
要
）

・
県
大
会
要
項
と
予
選
成
績
（
予

選
で
は
な
く
選
抜
の
場
合
は
、

選
抜
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
資

料
）

※　

国
際
大
会
出
場
の
場
合
は
、

前
記
の
「
全
国
」
又
は
「
県
」

を
「
国
際
」
に
読
み
替
え
て
く

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
☎
�
９
７
２
１
）

※　

金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅
の

日
時
・
場
所
に
つ
い
て
は
、「
広

報
は
ま
だ
」
付
属
の｢

は
ま
だ

情
報
カ
レ
ン
ダ
ー｣

を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー(

☎
�
９
１
６
０)

　

市
で
は
市
民
一
人
ひ
と
り
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
「
人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
の
人
権
感
覚
を

育
ん
で
い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
や
グ
ル
ー
プ
、
職
場
な

ど
で
人
権
・
同
和
教
育
研
修
を
繰

り
返
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
人

権
・
同
和
教
育
研
修
会
に
講
師
を

派
遣
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

対
象　
市
内
に
在
住
・
在
勤
又
は

在
学
す
る
、
お
お
む
ね
10
人
以

上
で
構
成
さ
れ
た
自
治
会
や
事

業
所
・
学
校
な
ど
の
各
種
団
体

開
催
会
場　
市
内
の
み

※　

会
場
の
手
配
は
、
主
催
者
側

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

実
施
日
時　
原
則
と
し
て
平
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※　

土
・
日
・
祝
日
・
夜
間
な
ど

に
開
催
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

研
修
時
間　
60
～
90
分
程
度

※　

内
容
は
、
研
修
を
開
催
さ
れ

る
皆
さ
ん
の
要
望
に
で
き
る
限

り
お
応
え
し
ま
す
。

講
師　
市
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ

ン
タ
ー
指
導
主
事

料
金　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
日
程
・
内
容
な
ど
を

調
整
後
、
申
込
用
紙
を
送
付
し

ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

人
権
・
同
和
教
育
研
修
会
に

講
師
を
派
遣
し
ま
す

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
に
参
加

し
ま
せ
ん
か

ス
ポ
ー
ツ
で
全
国
大
会
以
上

の
大
会
に
出
場
す
る
人
に
激

励
金
を
交
付
し
ま
す



広報はまだ：平成29年５月号　　　2829　　　広報はまだ：平成29年５月号

まちかど伝言板

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
で
は
、
５
月
か

ら
毎
週
火
・
水
・
木
・
土
曜
日
の
午

後
５
時
か
ら
10
時
ま
で
の
体
育
館
を

利
用
さ
れ
る
団
体
・
個
人
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
・
フ
ッ
ト

サ
ル
な
ど
蹴
る
ス
ポ
ー
ツ
以
外
で
あ

れ
ば
利
用
可
能
で
す
。

申
・
問　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

（
☎
�
０
０
８
２
）

中
国
・
韓
国
・
ロ
シ
ア
・
モ
ン
ゴ
ル

な
ど
の
青
年
を
島
根
に
迎
え
、
県
内

で
の
視
察
や
意
見
交
換
、
文
化
交
流

を
と
お
し
て
国
際
的
視
野
を
広
げ
、

相
互
理
解
を
深
め
る
交
流
事
業
で
す
。

対
象　
４
月
１
日
現
在
、
満
18
歳
～

30
歳
の
県
内
在
住
者
又
は
県
出
身

者
期
間　
８
月
18
日
㈮
～
23
日
㈬

※　

こ
の
日
程
の
ほ
か
に
、
事
前
・

事
後
研
修
、報
告
会
が
あ
り
ま
す
。

定　
７
人
程
度

料　
無
料（
交
通
費
一
部
自
己
負
担
）

申
込
締
切
日　
５
月
24
日
㈬

※　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
・
問　
し
ま
ね
国
際
セ
ン
タ
ー

　

横
田
さ
ん
（
☎
０
８
５
２
�
５
０

５
６)

　

あ
な
た
の
豊
か
な
経
験
と
知
識
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
市
内
在
住

で
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た
で

も
入
会
で
き
ま
す
。

入
会
説
明
会

日　
毎
月
20
日
（
20
日
が
休
日
の
場

　

合
は
翌
営
業
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～

場　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

※　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
港

町
２
７
７
番
地
へ
移
転
し
ま
し
た
。

会
員
の
仕
事

　

高
齢
者
に
適
し
た
次
の
よ
う
な
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

除
草
・
草
刈
り
、屋
内
・
屋
外
清
掃
、

植
木
の
剪せ

ん
て
い定

、
自
動
車
運
転
、
家

事
手
伝
い
、
ふ
す
ま
・
障
子
張
り
、

毛
筆
筆
耕
・
宛
名
書
き
、
家
屋
の

修
繕
、
刃
物
研
ぎ
、
墓
清
掃
な
ど

こ
ん
な
と
き
、
気
軽
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い

・
人
を
雇
う
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
早

　

く
処
理
し
た
い
仕
事
が
あ
る
と
き

・
家
庭
内
の
仕
事
で
手
伝
っ
て
も
ら

　

え
る
適
当
な
人
が
い
な
い
と
き

問　
浜
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

　

ー
（
☎
�
４
６
８
０
）

　

島
根
県
で
は
、「
全
国
戦
没
者
追

悼
式
」
式
典
に
県
遺
族
代
表
と
し
て

参
列
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

日
程　
８
月
14
日
㈪
・
15
日
㈫

式
典　
８
月
15
日
㈫

場　
日
本
武
道
館
（
東
京
都
千
代
田

区
）

対
象　
次
の
全
て
を
満
た
す
県
内
在

住
者

⑴　

日
華
事
変
（
昭
和
12
年
７
月
７

日
）
以
降
の
軍
人
・
軍
属
な
ど
戦

没
者
の
遺
族

⑵　

戦
没
者
の
遺
族
で
あ
る
配
偶
者
、

子
、
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
、
甥

姪
、
曽
孫
、
子
・
兄
弟
姉
妹
・
孫

又
は
甥
姪
の
配
偶
者
、
18
歳
未
満

の
遺
族
と
そ
の
保
護
者

⑶　

健
康
状
態
が
良
好
で
、
２
日
間

の
団
体
行
動
に
耐
え
ら
れ
る
人

（
介
助
者
な
し
で
行
動
で
き
る
人
）

※　

こ
れ
ま
で
に
全
国
戦
没
者
追
悼

式
に
参
列
し
た
こ
と
が
な
い
人
を

優
先
し
ま
す
。

※　

戦
没
者
１
人
に
つ
き
１
人
の
参

列
を
原
則
と
し
ま
す
（
子
・
兄
弟

姉
妹
の
配
偶
者
が
夫
妻
で
参
列
す

る
場
合
及
び
18
歳
未
満
の
遺
族
と

そ
の
保
護
者
が
参
列
す
る
場
合
を

除
く
）。

参
加
費　
松
江
市
を
起
点
と
し
た
東

京
ま
で
の
往
復
運
賃
と
宿
泊
費
は

定
額
助
成
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の

費
用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
締
切
日　
５
月
30
日
㈫

申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　

申
込
用
紙
は
、
本
庁
地
域
福
祉

課
及
び
各
支
所
市
民
福
祉
課
に
あ

り
ま
す
。

※　

島
根
県
遺
族
連
合
会
会
員
は
、

申
し
込
む
前
に
必
ず
各
支
部
に
連

絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

県
内
の
福
祉
事
業
所
の
人
材
確
保

と
、
福
祉
職
場
に
就
職
を
希
望
す
る

人
へ
の
支
援
を
目
的
に
就
職
フ
ェ
ア

を
開
催
し
ま
す
。

浜
田
会
場

日　
５
月
21
日
㈰

　

正
午
～
午
後
５
時

場　
い
わ
み
ー
る

松
江
会
場

日　
５
月
13
日
㈯

場　
く
に
び
き
メ
ッ
セ

出
雲
会
場

日　
５
月
20
日
㈯

場　
朱
鷺
会
館

共
通

内
容

・
事
業
所
に
よ
る
個
別
就
職
面
談

・
就
職
支
援
機
関
に
よ
る
各
種
相
談

料　
無
料

※　

参
加
の
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

入
退
場
は
自
由
に
で
き
ま
す
。

※　

年
齢
制
限
や
服
装
に
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問　
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
５
９
５
７
）

申　
本
庁
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

及
び
各
支
所
市
民
福
祉
課

選
考
方
法　
続
柄
、
年
齢
な
ど
を
考

慮
の
上
、
県
が
選
考
し
ま
す
（
先

着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

※　

参
列
は
、
島
根
県
遺
族
連
合
会

が
主
催
す
る
旅
行
団
が
実
施
し
、

集
合
か
ら
解
散
ま
で
全
て
団
体
行

動
と
な
り
ま
す
。

※　

参
列
者
に
決
定
し
て
か
ら
辞
退

す
る
と
、
時
期
に
よ
っ
て
は
キ
ャ

ン
セ
ル
料
を
支
払
っ
て
も
ら
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問　
島
根
県
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
社

会
・
援
護
恩
給
グ
ル
ー
プ

（
☎
０
８
５
２
�
６
７
５
８
）

市
営
住
宅

募
集
期
間　
５
月
１
日
㈪
～
12
日
㈮

募
集
住
宅　
金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅

抽
選
日　
５
月
下
旬

入
居
時
期　
６
月
初
旬

申
・
問

金
城
・
旭
・
弥
栄

　

㈲
中
田
工
務
店
（
☎
�
１
２
０
３
）

三
隅

　

㈱
コ
ム
サ
（
☎
�
２
９
９
９
）

市
営
住
宅
・
県
営
住
宅

募
集
期
間　
５
月
18
日
㈭
～
31
日
㈬

抽
選
日　
６
月
下
旬

入
居
時
期　
７
月
中
旬

問　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社

（
☎
�
０
５
３
５
）

http://w
w
w
.shim

ane-jkk.jp/
chintai/

浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅

募
集
期
間　
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
住
宅　
小
福
井
・
内
田
・
国
府
・

金
城

問　
浜
田
土
建
㈱

　

（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w
w
.ham

adadoken.jp/

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た
な

い
場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で
の
間

に
入
居
の
申
込
み
を
随
時
受
け
付

け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日　
５
月
27
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
生
湯
海
岸
先
端
付
近

清
掃
場
所　
生
湯
海
岸
一
帯

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２

４
４
‐
９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

　

未
就
園
児
親
子
が
共
に
集
い
、
園

児
と
の
交
流
会
や
園
行
事
に
参
加
し
、

一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

　

お
し
ゃ
べ
り
の
中
で
子
育
て
の
情

報
交
換
な
ど
を
し
な
が
ら
、
一
緒
に

楽
し
く
子
育
て
を
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　
就
園
前
ま
で
の
親
子

日　
初
回　

５
月
25
日
㈭

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
石
見
幼
稚
園

※　

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
園
で
確

保
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
石
見
幼
稚
園（
☎
�
０
４
９
３
）

　

未
就
園
児
親
子
が
共
に
集
い
、
遊

び
や
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
な
が
ら

仲
間
の
輪
を
広
げ
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

園
児
と
の
交
流
や
園
行
事
に
も
参

加
し
ま
す
。
一
緒
に
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
就
園
前
ま
で
の
親
子

日　
初
回　

５
月
23
日
㈫

午
前
９
時
30
分
～
11
時

場　
長
浜
幼
稚
園

料　
年
会
費　

前
期
３
０
０
円

後
期
３
０
０
円

問　
長
浜
幼
稚
園（
☎
�
０
５
７
５
）

　

親
子
で
園
児
た
ち
と
一
緒
に
遊
び

な
が
ら
園
の
環
境
に
慣
れ
、
友
達
を

つ
く
っ
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
同
士
、
育
児
の

悩
み
な
ど
を
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
し
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。

対
象　
就
園
前
ま
で
の
親
子

日　
初
回　

５
月
26
日
㈮

午
前
９
時
30
分
～
11
時

場　
原
井
幼
稚
園

※　

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
園
で
確

保
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
原
井
幼
稚
園（
☎
�
０
０
７
６
）

　

市
内
外
で
開
催
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
諸
行
事
に
参

加
し
、
浜
田
市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
「
観

光
大
使
は
ま
だ
」
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

・
浜
田
市
内
に
居
住
又
は
勤
務
し
て

い
る
人

・
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
で
、
満

18
歳
以
上
の
人（
高
校
生
は
除
く
）

・
平
日
、
休
日
問
わ
ず
年
間
20
日
程

度
活
動
で
き
る
人
（
勤
務
先
や
学

校
な
ど
の
了
解
が
得
ら
れ
る
人
）

定　
２
人

委
嘱
期
間　
８
月
５
日
㈯
～
平
成
30

年
８
月
４
日
㈯

活
動
内
容　
市
内
外
で
開
催
す
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

浜
田
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
諸
行
事
へ
の

参
加

※　
「
観
光
大
使
は
ま
だ
」
と
し
て

の
統
一
デ
ザ
イ
ン
の
制
服
を
支
給

し
ま
す
。

※　

活
動
に
際
し
て
、
１
日
に
つ
き

５
千
円
～
１
万
円
の
謝
金
を
支
給

し
ま
す
。
旅
費
は
別
に
実
費
を
支

給
し
ま
す
。

応
募
方
法　
履
歴
書
又
は
レ
ポ
ー
ト

用
紙
な
ど
に
、
住
所
・
氏
名
・
性

別
・
生
年
月
日
・
職
業
（
勤
務
先

又
は
学
校
名
・
学
年
）・
連
絡
先

電
話
番
号
・
趣
味
・
特
技
・
応
募

の
動
機
・
募
集
を
知
っ
た
方
法
を

記
入
の
上
、
上
半
身
の
カ
ラ
ー
写

真
１
枚
（
お
お
む
ね
３
か
月
以
内

に
撮
影
し
た
も
の
）
を
同
封
し
て

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
日　
６
月
15
日
㈭
必
着

※　

選
考
会
の
日
時
は
、
後
日
連
絡

し
ま
す
。

応
・
問　
浜
田
市
観
光
協
会
【
〒
６

９
７
‐
０
０
２
２　

浜
田
市
浅
井

町
７
７
７
番
地
19
（
☎
�
１
０
８

５
）】

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

体
育
館
利
用
者
募
集

北
東
ア
ジ
ア
交
流
の
翼

参
加
者
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

全
国
戦
没
者
追
悼
式
の

参
列
者
募
集

相

談

福
祉
・
保
育
の
就
職
フ
ェ
ア

し
ま
ね

募

集

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

石
見
幼
稚
園
ぴ
よ
ぴ
よ
の
会

参
加
者
募
集

長
浜
幼
稚
園
ピ
ッ
コ
ロ
隊

参
加
者
募
集

原
井
幼
稚
園
ひ
ま
わ
り
交
流
会

参
加
者
募
集

浜
田
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

「
観
光
大
使
は
ま
だ
」
募
集
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「
女
声
合
唱
団　

海
音
ｍ
ｉ
ｏ
ｎ
」

の
結
成
を
記
念
し
て
、
合
唱
体
験
会

を
開
催
し
ま
す
。
新
し
い
事
を
始
め

て
み
た
い
人
、
久
し
ぶ
り
に
歌
っ
て

み
た
い
人
な
ど
、
歌
が
大
好
き
な
女

性
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

対
象　
女
性

日　
５
月
20
日
㈯
・
27
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

指
導
者　
吉
田
英
昭
さ
ん
・
吉
田
恵

美
子
さ
ん

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
つ
つ
み　

ま
き
さ
ん

（
☎
�
２
０
７
３
）

日 種目 場所
５月10日㈬ ラダーゲッター

石見公民館

６月14日㈬
７月12日㈬ クッブ８月９日㈬
９月13日㈬ フロアーボール
10月11日㈬ バウンズボール11月８日㈬
12月13日㈬ バッゴー
１月10日㈬ ファミリーバドミントン 三階小学校２月14日㈬
３月14日㈬ シャッフルボード 石見公民館

日　
毎
月
第
２
水
曜
日

　

午
後
７
時
～
９
時

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
の
た
め
、

手
話
の
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

ぜ
ひ
一
緒
に
手
話
を
学
び
、
身
近
な

聴
覚
障
が
い
の
人
と
お
話
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

対
象　
養
成
講
座
終
了
後
、
浜
田
市

手
話
奉
仕
員
と
し
て
登
録
し
活
動

が
で
き
る
人

※　

小
学
校
４
年
生
以
下
は
、
保
護

者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

料　
各
回
１
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
公
民
館

（
☎
�
１
３
８
０
）

盲
ろ
う
者
（
視
覚
と
聴
覚
の
両
方

に
障
が
い
の
あ
る
人
）
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
移
動
を
支
援
す
る
た

め
、
通
訳
介
助
の
で
き
る
人
材
を
養

成
し
ま
す
。

様
々
な
喪
失
体
験
か
ら
生
じ
る
グ

リ
ー
フ
（
悲
嘆
）
を
抱
え
る
人
た
ち

と
、
生
と
死
・
喪
失
を
巡
る
問
題
を

共
に
学
び
、
互
い
に
支
え
合
っ
て
生

き
る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
す
る
会

で
す
。
今
回
は
５
周
年
を
記
念
し
、

大
切
な
人
に
想
い
を
馳
せ
る
時
間
と

し
て
、
重
松
壮
一
郎
さ
ん
に
よ
る
ピ

ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日　
５
月
６
日
㈯

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

場　
原
井
小
学
校

料　
無
料

申
込
締
切
日　
５
月
３
日
㈷

申
込
方
法　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ

ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

定
例
会
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、「
広
報
は
ま
だ
」

附
属
の
「
は
ま
だ
情
報
カ
レ
ン

ダ
ー
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
芳
縁

・
佐
々
木
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐

７
５
９
０
‐
１
４
６
１
）

・
植
田
さ
ん
（
▢ＦＡＸ
�
４
９
６
６
）

houen2012@
gm

ail.com

対
象　
県
内
在
住
の
20
歳
以
上
（
学

生
可
）
で
、
全
日
程
の
講
座
を
受

講
で
き
る
人
。
講
座
終
了
後
、
派

遣
登
録
し
通
訳
介
助
活
動
が
で
き

る
人
。

※　

手
話
や
点
字
を
取
得
し
て
い
な

い
人
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

日　
６
月
28
日
㈬
～
平
成
30
年
１
月

10
日
㈬
（
お
お
む
ね
月
２
回
・
隔

週
の
水
曜
日
・
全
14
回
開
催
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時　

場　
浜
田
合
同
庁
舎
５
階
中
会
議
室

定　
20
人

料　

４
、０
０
０
円
程
度
（
テ
キ
ス

ト
代
）

※　

通
訳
介
助
実
習
で
は
別
途
交
通

費
な
ど
実
費
が
必
要
で
す
。

申
込
締
切
日　
５
月
31
日
㈬

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
浜
田
市
地
域
福
祉

課
障
が
い
福
祉
係
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
・
問　
し
ま
ね
盲
ろ
う
者
友
の
会

事
務
局
【
〒
６
９
０
‐
０
０
１
２

松
江
市
古
志
原
２
丁
目
25
‐
25

　

原
朱
実
方
（
☎
０
８
５
２
�
９
９

４
８
）】

日　
６
月
13
日
㈫
～
２
年
間
（
お
お

む
ね
月
２
回
・
隔
週
の
火
曜
日
）

午
後
７
時
～
８
時
45
分　

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定　
先
着
20
人

料　
３
、２
４
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
締
切
日　
６
月
１
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
社
会
福
祉
協
議
会

　

中
村
さ
ん
・
宇
津
さ
ん
（
☎
�
０

０
９
４
・
▢ＦＡＸ
�
６
９
３
０
）

　

病
気
の
こ
と
で
、
１
人
で
悩
ん
だ

り
、
療
養
生
活
に
困
っ
た
り
し
て
い

ま
せ
ん
か
。
難
病
が
あ
る
人
、
家
族

や
支
援
者
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

日　
５
月
16
日
㈫

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
浜
田
保
健
所
多
目
的
室

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
保
健
所
医
事
・
難
病

支
援
課
（
☎
�
５
５
５
４
）

し
ま
ね
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
３
�
８
５
１
０
）

受
講
対
象　
収
容
人
員
３
０
０
人
以

上
の
特
定
防
火
対
象
物
で
、
甲
種

防
火
管
理
講
習
を
修
了
し
、
現
に

防
火
管
理
者
と
し
て
選
任
さ
れ
て

い
る
人

受
講
期
限

⑴　

防
火
管
理
者
に
選
任
さ
れ
た
日

の
４
年
前
ま
で
に
甲
種
防
火
管
理

新
規
講
習
又
は
再
講
習
を
修
了
し

た
人
は
、
選
任
さ
れ
た
日
か
ら
１

年
以
内

⑵　

⑴
以
外
の
人
は
、
講
習
を
修
了

し
た
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
４

月
１
日
か
ら
５
年
以
内

日　
６
月
23
日
㈮

場　
浜
田
建
設
会
館

定　
先
着
50
人

料　
５
、
５
０
０
円

申
込
期
間

５
月
15
日
㈪
～
６
月
２
日
㈮

申
込
方
法　
申
請
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
直
接

持
参
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
用
紙
は
、
日
本
防
火
・
防

災
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
消
防
本
部

予
防
課
及
び
各
出
張
所
に
も
あ
り

ま
す
。

受
講
資
格　
２
年
以
上
の
実
務
経
験

の
あ
る
人

※　

集
団
給
食
関
係
は
別
基
準
の
た

め
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

講
習
期
間　
７
月
～
９
月
（
通
算
９

日
間
）

場　
浜
田
保
健
所

料　
４
０
、
５
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
保
健
所
内　

島
根
県

食
品
衛
生
協
会
浜
田
支
所

（
☎
�
４
１
４
１
）

歩
き
に
必
要
な
筋
肉
の
整
え
方
と

身
体
の
使
い
方
を
知
る
と
、
軸
が
安

定
し
、姿
勢
と
歩
き
が
変
わ
り
、ス
ッ

キ
リ
し
た
足
で
も
っ
と
歩
き
た
く
な

り
ま
す
。

日　
５
月
11
日
㈭

　

午
前
９
時
40
分
～
10
時
40
分

定　
10
人

講
師　
床
田
眞
由
美
さ
ん
（
Ｎ
Ｃ
Ａ

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ト
レ
ー

ナ
ー
）

料　
３
０
０
円

申
込
締
切
日　
５
月
10
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

室
内
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

（
☎
�
１
０
３
５
）

山
陰
浜
田
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚

を
使
っ
た
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

魚
の
さ
ば
き
方
の
基
礎
か
ら
始
め
、

魚
を
使
っ
た
各
種
料
理
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

島
根
県
看
護
協
会
浜
田
支
部
で
は
、

会
員
の
看
護
師
や
保
健
師
が
健
康

チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
相
談
に
応
じ
る
ま

ち
の
保
健
室
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

日　
５
月
９
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
１
階

料　
無
料

問　
本
庁
地
域
医
療
対
策
課
保
健
予

防
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

申
・
問　
島
根
県
消
防
設
備
協
会

（
☎
０
８
５
２
�
７
２
５
５
・
▢ＦＡＸ

０
８
５
２
�
７
２
９
１
）

http://w
w
w
.syoubounet.jp/

shim
ane/

日
本
防
火
・
防
災
協
会
（
☎
０
３

‐
３
５
９
１
‐
７
１
２
１
・
▢ＦＡＸ
０

３
‐
３
５
９
１
‐
７
１
３
０
）

http://w
w
w
.n-bouka.or.jp/

日　
５
月
18
日
㈭

　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場　
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
調
理
室

講
師　
長
野
操
子
さ
ん
（
管
理
栄
養

士
）

定　
20
人
（
抽
選
）

※　

抽
選
の
結
果
を
申
込
者
全
員
に

通
知
し
ま
す
。

料　
５
０
０
円

申
込
期
間　
５
月
１
日
㈪
～
９
日
㈫

　

午
後
５
時
15
分
ま
で

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
持
参
・
郵
送
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
浜
田
市
水
産
業
振

興
協
会
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

申
・
問　
本
庁
水
産
振
興
課
内　

浜

田
市
水
産
業
振
興
協
会
【
〒
６
９

　

７
‐
８
５
０
１　

浜
田
市
殿
町
１

　
（
☎
�
９
５
２
０・
▢ＦＡＸ
�
３
７
０
１
）】

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

女
声
合
唱
団
「
海
音
ｍ
ｉ
ｏ
ｎ
」

　
合
唱
体
験
会

石
見
公
民
館

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

盲
ろ
う
者
向
け
通
訳
・

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座

イ
ベ
ン
ト

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
芳ほ

う

縁え
ん

５
周
年
記
念

メ
モ
リ
ア
ル
コ
ン
サ
ー
ト

難
病
サ
ロ
ン

資
格
・
試
験

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

調
理
師
試
験
準
備
講
習
会

教
室
・
講
座

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

コ
ア
・
ウ
ォ
ー
ク
体
験
会

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

ま
ち
の
保
健
室
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新
緑
の
な
か
、
皆
さ
ん
で
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

チ
ベ
ッ
ト
巡
礼
探
訪
家
・
能
海
寛

が
、
ふ
る
さ
と
波
佐
を
詠
ん
だ
歌
碑

10
基
を
巡
る
コ
ー
ス
で
す
。
歩
き
な

が
ら
、
自
然
・
歴
史
・
文
化
財
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
終
了
後
に
、
豚
汁

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

日　
５
月
20
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

受
付　
午
前
８
時
～
８
時
15
分

集
合
場
所　
波
佐
公
民
館

料　
３
０
０
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

申
・
問　
金
城
自
治
区
６
公
民
館
連

絡
協
議
会　

波
佐
公
民
館

（
☎
�
０
１
４
６
）

　

旭
町
「
都
川
の
棚
田
」
を
歩
い
て

体
感
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま

す
。
日
本
棚
田
１
０
０
選
選
定
の
古

い
歴
史
に
育
ま
れ
た
大
石
棚
田
を
め

ぐ
り
ま
す
。

日　
５
月
28
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
谷
河
内
神
社

料　
無
料

問　
都
川
公
民
館（
☎
�
０
０
０
１
）

ス
キ
ー
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
似
た

ポ
ー
ル
を
つ
い
て
歩
く
こ
と
で
足
の

負
担
を
軽
く
し
、
無
理
な
く
腕
や
肩

な
ど
の
筋
肉
も
動
か
す
こ
と
が
で
き

る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

日　
５
月
21
日
㈰
・
６
月
18
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

集
合
場
所　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ

ン
タ
ー

講
師　
石
見
海
浜
公
園
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー

定　
各
回
40
人
程
度

料　
無
料
（
ポ
ー
ル
の
レ
ン
タ
ル
料

５
０
０
円
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

自
然
豊
か
な
小
国
で
採
れ
た
山
菜

の
天
ぷ
ら
や
煮
し
め
な
ど
を
バ
イ
キ

ン
グ
方
式
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
餅
つ
き
体
験
、渓
流
釣
り
体
験
、

特
産
品
販
売
の
ほ
か
、
石
見
神
楽
な

ど
の
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

日　
５
月
21
日
㈰
（
雨
天
決
行
）

午
前
11
時
～
午
後
２
時

場　
小
国
公
民
館　
　
　
　

定　
３
５
０
人

料　
中
学
生
以
上　

１
、
０
０
０
円

小
学
生
以
下　
　
　

３
０
０
円

※　

当
日
、
昼
食
引
換
券
を
購
入
し

て
く
だ
さ
い
。

問　
小
国
公
民
館
（
☎
�
０
２
５
４
）

　

自
由
奔
放
な
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
老
人
た
ち
が
、
大
奮
闘
し

な
が
ら
音
楽
の
楽
し
さ
や
素
晴
ら
し

さ
を
お
届
け
す
る
痛
快
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
で
す
。

日　
５
月
21
日
㈰

①
午
前
10
時
～

②
午
後
２
時
～
（
各
約
２
時
間
）

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料前
売
券

大
人　
　
　
　
　

１
、
２
０
０
円

小
学
生
～
大
学
生　
　

６
０
０
円

当
日
券

大
人　
　
　
　
　

１
、
４
０
０
円

小
学
生
～
大
学
生　
　

８
０
０
円

特
別
企
画
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

午
後
１
時
30
分
～
１
時
50
分

※　

石
央
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
祭
を

同
時
開
催
し
ま
す
。

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

国
際
交
流
員
３
人
と
、ベ
ト
ナ
ム
、

中
国
、ア
メ
リ
カ
の
料
理（
魚
の
ス
ー

プ
、
豚
の
角
煮
、
ス
イ
ー
ツ
）
を
一

緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
。

日　
５
月
27
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場　
石
見
公
民
館　

調
理
室
・
和
室

定　
15
人

料　
６
０
０
円（
会
員　

３
０
０
円
）

　

小
中
学
生　

３
０
０
円

未
就
学
児　

無
料

申
込
締
切
日　
５
月
24
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

美
保
基
地
航
空
祭
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

日　
５
月
28
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
予
定
）

場　
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
内

（
鳥
取
県
境
港
市
小
篠
津
町
）

料　
無
料

※　

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
来
場
の
際
は
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
渉
外
室

広
報
班
（
☎
０
８
５
９
�
０
２
１

１
）

抗
が
ん
剤
治
療
は
、
最
近
で
は
外

来
通
院
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
常
の
生
活
を
送
り
な
が
ら
治
療
を

継
続
す
る
た
め
に
、
普
段
の
生
活
で

何
を
気
を
つ
け
れ
ば
よ
い
の
か
お
話

し
し
ま
す
。

日　
５
月
16
日
㈫

　

午
後
６
時
～
７
時

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
総
合

研
修
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
外
来
通
院
で
で
き
る
抗
が

ん
剤
治
療

講
師　
渡
邉
直
美
さ
ん
（
浜
田
医
療

セ
ン
タ
ー
が
ん
化
学
療
法
看
護
認

定
看
護
師
）

問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理
課

（
☎
�
０
５
０
５
）

　

石
見
安
達
美
術
館
で
は
、
国
際
博

物
館
会
議
が
提
唱
す
る
「
国
際
博
物

館
の
日
（
５
月
18
日
）」
に
協
賛
し

て
当
日
の
入
館
料
を
無
料
に
し
ま
す
。

日　
５
月
18
日
㈭

午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
入
館
は

午
後
３
時
ま
で
）

場　
石
見
安
達
美
術
館

料　
無
料

問　
石
見
安
達
美
術
館

（
☎
�
１
９
２
０
）

石
見
の
歴
史
や
文
化
、
人
々
の
魅

力
を
感
じ
ら
れ
る
、
85
の
地
域
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
楽
し
め
ま
す
。

日　
５
月
19
日
㈮
～
７
月
２
日
㈰

場　
浜
田
市
や
石
見
地
域
各
所

※　

日
時
・
場
所
・
定
員
・
料
金
な

ど
は
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
開
催
日
の
３
日
前

申
・
問　
い
わ
み
ん
実
行
委
員
会
事

務
局（
☎
０
８
５
５
�
７
２
１
４
）

http://iw
am

in.onpaku.com
/

浜
田
郷
土
資
料
館
友
の
会
で
は
、

会
員
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
合
同
視

察
研
修
と
し
て
、
山
口
県
防
府
市
の

防
府
天
満
宮
や
毛
利
博
物
館
な
ど
を

見
学
し
ま
す
。

日　
５
月
20
日
㈯

　

午
前
７
時
30
分
～
午
後
５
時
35
分

集
合
場
所　
浜
田
郷
土
資
料
館

内
容　
周
防
国
分
寺
、防
府
天
満
宮
、

毛
利
博
物
館
の
見
学

定　
41
人

※　

申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

を
行
い
ま
す
。

料　
７
、
０
０
０
円
程
度

申
込
期
間　
５
月
３
日
㈷
～
９
日
㈫

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で

※　

８
日
㈪
は
休
館
日
で
す
。

申
込
方
法　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
直

接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
６
４
５
３
）

　

５
月
の
風
を
感
じ
な
が
ら
、
史
跡

を
訪
ね
ク
イ
ズ
に
答
え
な
が
ら
街
並

み
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
全
国

健
康
福
祉
祭
島
根
県
予
選
も
あ
わ
せ

て
行
い
ま
す
。

※　

小
学
校
４
年
生
以
下
は
、
保
護

者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

全
国
健
康
福
祉
祭
島
根
県
予
選
参
加

資
格

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

⑴　

県
内
在
住
で
、
昭
和
33
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

⑵　

チ
ー
ム
は
５
人
編
成
で
、
男
女

の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑶　

競
技
に
耐
え
ら
れ
る
健
康
な
人

日　
５
月
20
日
㈯
（
雨
天
決
行
）

　

午
前
９
時
～
正
午

受
付　
午
前
８
時
30
分
～
９
時

集
合
場
所　
石
見
公
民
館

料　
１
人
５
０
０
円
（
ス
ポ
ー
ツ
保

険
料
を
含
む
）

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

※　

雨
天
の
場
合
は
、
雨
具
な
ど
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会　

鳥
落
隆
子
さ
ん
（
☎
�

７
７
９
２
・
▢ＦＡＸ
�
７
８
１
３
）

特
別
ゲ
ス
ト

　

福
島
明
也
さ
ん
（
バ
リ
ト
ン
）

　

菅
英
三
子
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

　

溝
口
麻
希
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

浜
田
市
出
身
ゲ
ス
ト

　

大
野
隆
さ
ん
・
竹
内
直
紀
さ
ん
・

大
崎
康
枝
さ
ん
・
柿
谷
美
雪
さ
ん
・

志
田
尾
恭
子
さ
ん
・
吉
田
早
希
さ

ん
・
深
野
敦
史
さ
ん

日　
５
月
14
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
15
分

開
場　
午
後
１
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
前
売
券　
　
　

１
、
０
０
０
円

　
　
当
日
券　
　
　

１
、
３
０
０
円

※　

高
校
生
以
下
は
無
料
で
す
。

問　
浜
田
少
年
少
女
合
唱
団

　

真
田
節
子
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐

３
１
７
３
‐
６
８
８
０
）

家
族
の
思
い
や
気
持
ち
を
自
由
に

語
り
合
え
る
場
で
す
。
自
死
遺
族
だ

け
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
遠

慮
な
く
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
５
月
20
日
㈯　

午
後
２
時
～

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

　

事
務
局
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９
２

　

‐
５
９
６
０
）

申
・
問　
浜
田
国
際
交
流
協
会

（
☎
�
１
２
４
１
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

金
城
三
偉
人
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
第
１
弾

能
海
寛
歌
碑
め
ぐ
り

　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

旭
健
康
ウ
ォ
ー
ク
in
都
川

「
棚
田
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

小
国
の
自
然
に
親
し
む
会

石
央
シ
ネ
マ
倶
楽
部
企
画

映
画
「
オ
ケ
老
人
」
上
映

交
流
員
と
一
緒
に
料
理
を
作
り
ま
せ
ん
か

国
際
交
流
料
理
教
室　
　

航
空
自
衛
隊

美
保
基
地
航
空
祭

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
公
開
講
座

石
見
安
達
美
術
館
無
料
日

地
域
体
験
イ
ベ
ン
ト

「
い
わ
み
ん
」

防
府
市
の
寺
社
・
博
物
館

め
ぐ
り

浜
田
市
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

浜
田
少
年
少
女
合
唱
団

40
周
年
記
念
演
奏
会

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

　
　
　
　
亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹
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Ｇ
Ｗ
（
５
月
８
日
㈪
ま
で
）
は
、

休
ま
ず
開
館
し
ま
す
。

シ
ロ
イ
ル
カ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
プ
ー

ル
の
改
修
案
内

　

工
事
の
間
、
シ
ロ
イ
ル
カ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
お
休
み
し
ま
す
。

シ
ロ
イ
ル
カ
の
姿
は
新
シ
ロ
イ
ル
カ

プ
ー
ル
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

工
事
期
間　
５
月
15
日
㈪
～
平
成
30

年
３
月
下
旬

特
別
展

島
根
の
と
っ
て
Ｏ
Ｋ
Ｉ
！！

　

隠
岐
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

を
学
び
な
が
ら
８
つ
の
神
秘
を
探
っ

て
み
よ
う
。

期
間　
９
月
18
日
㈷
ま
で

場　
ア
ク
ア
ス
３
階
特
別
展
示
室

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

日
曜
講
座
「
石
見
初
！
ジ
オ
パ
ー
ク

検
定
～
隠
岐
ジ
オ
講
座
入
門
編
～
」

　

石
見
地
方
で
初
の
、
ジ
オ
パ
ー
ク

に
関
す
る
講
座
で
す
。

日　
５
月
14
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

場　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

定　
30
人

※　

事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

料　
無
料

講
師　

隠
岐
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
の
皆
さ
ん

生
き
物
教
室「
磯
へ
出
か
け
よ
う
！
」

春
の
磯
で
生
き
物
を
さ
が
そ
う
。

日　
５
月
21
日
㈰ 

午
前
10
時
～
正
午

場　
畳
ヶ
浦

定　
30
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.aquas.or.jp

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

お
散
歩
に
行
こ
う
♪

ア
ク
ア
ス
周
辺
の
公
園
や
砂
浜

で
、
春
を
探
そ
う
。

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

日　
５
月
８
日
㈪
・
22
日
㈪

午
前
10
時
～
10
時
30
分

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

定　
各
回
先
着
30
人

料　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
方
法　
当
日
、
１
階
総
合
案
内

所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

５
月
の
石
見
神
楽
（
雨
天
中
止
）

３
日
㈷　

後
野
神
楽
社
中

４
日
㈷　

佐
野
神
楽
社
中

５
日
㈷　

波
子
神
楽
社
中

６
日
㈯　

宇
野
保
存
会

７
日
㈰　

美
川
西
保
存
会

21
日
㈰　

長
浜
神
楽
社
中

28
日
㈰　

熱
田
保
存
会

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

（
☎
�
３
３
８
８
）

企
画
展
「
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
探

検
航
海
と『
バ
ン
ク
ス
花
譜
集
』展
」

関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
の
旅
す
る

マ
ル
シ
ェ
」

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
恒
例
の
グ

ラ
ン
ト
ワ
・
マ
ル
シ
ェ
。
今
年
は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
な
ど
の
料
理
や
雑
貨
を
販
売
し
ま

す
。
地
元
自
慢
の
お
い
し
い
料
理
も

あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
５
月
３
日
㈷
（
少
雨
決
行
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ

エ
・
中
庭
広
場

料　
無
料

同
時
開
催
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
映
画
上
映
会

「
少
女
は
自
転
車
に
の
っ
て
」

日　
５
月
３
日
㈷

　

①
午
前
10
時
～　

②
午
後
２
時
～

開
場　
各
回
30
分
前

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

定　
各
回
４
０
０
人

料　
無
料

講
演
会
「
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
海
と
宇
宙

‐
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー

と
ス
タ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
」

バ
ン
ク
ス
が
訪
ね
た
当
時
、
太
平

洋
地
域
に
住
ま
う
人
々
は
星
や
鳥
、

風
や
雲
を
読
み
な
が
ら
カ
ヌ
ー
で
前

人
未
到
の
島
々
に
移
り
住
ん
で
い
ま

し
た
。
彼
ら
の
暮
ら
し
や
コ
ス
モ
ロ

ジ
ー
、
ま
た
星
・
太
陽
・
月
の
読
み

方
を
ひ
も
と
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日　
５
月
14
日
㈰

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
講
義
室

講
師　
後
藤
明
さ
ん
（
南
山
大
学
人

文
学
部
教
授
・
人
類
学
研
究
所
長
）

定
員　
先
着
50
人

※　

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

ま
す
。
５
月
７
日
㈰
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

劇
団
あ
し
ぶ
え

「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」

宮
沢
賢
治
の
名
作
を
園
山
土
筆
さ

ん
が
演
出
し
、
28
年
上
演
さ
れ
続
け

た
。
３
万
５
千
人
が
観
た
劇
団
あ
し

ぶ
え
の
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」。

グ
ラ
ン
ト
ワ
初
公
演
で
す
。

対
象　
５
歳
以
上

日　
６
月
４
日
㈰

　

①
午
前
11
時
～　

②
午
後
２
時
～

開
場　
各
回
30
分
前

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

料　
全
席
自
由

前
売
券

　

一
般　
　
　
　
　

２
、
０
０
０
円

　

友
の
会
会
員　
　

１
、
７
０
０
円

　

高
校
生
以
下　
　

１
、
０
０
０
円

当
日
券

　

一
般　
　
　
　
　

２
、
５
０
０
円

　

友
の
会
会
員　
　

１
、
７
０
０
円

　

高
校
生
以
下　
　

１
、
５
０
０
円

※　

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

ま
す
。
５
月
28
日
㈰
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
留
学
生
等
を
囲
む
会

　

永
岡
由
紀
夫
さ
ん（
☎
�
２
２
６
０
）

　

高
橋
晴
美
さ
ん（
☎
�
０
９
９
４
）

親
子
で
一
緒
に
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン

に
挑
戦
し
、
話
題
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
ま
せ
ん
か
。

対
象　
３
歳
以
上
就
学
前
の
子
ど
も

と
保
護
者

日　
６
月
４
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
県
立
体
育
館

指
導
者　
県
立
体
育
館
職
員
・
市
競

技
団
体

定　
20
組
40
人

料　
大
人
・
子
ど
も　

各
２
０
０
円

申
込
期
間　
５
月
６
日
㈯
～
20
日
㈯

　

午
後
５
時
ま
で

申
込
方
法　
電
話
又
は
直
接
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
・
問　
県
立
体
育
館
（
月
曜
日
休

館
）（
☎
�
１
２
０
１
）

古
典
か
ら
現
代
舞
踊
ま
で
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
舞
踊
会
で
す
。
舞
台

や
衣
装
、
着
付
け
な
ど
も
プ
ロ
に
よ

る
本
格
的
な
舞
台
で
す
。

日　
６
月
４
日
㈰

午
後
０
時
30
分
～
４
時
30
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル　
　
　
　

料　
１
、
０
０
０
円

※　

収
益
金
は
社
会
福
祉
協
議
会
及

び
公
民
館
へ
寄
付
を
し
ま
す
。

問　
藤
蔭
流　

紫
の
会　

藤ふ
じ
か
げ蔭
紫し

め女

さ
ん
（
☎
�
０
３
８
２
）

島
根
県
立
大
学
の
留
学
生
や
学
生

と
共
に
歩
き
、
初
夏
の
石
見
の
海
や

風
を
感
じ
な
が
ら
、
交
流
を
し
ま
せ

ん
か
。
畳
ヶ
浦
か
ら
石
見
海
浜
公
園

キ
ャ
ン
プ
場
ま
で
歩
き
ま
す
。
到
着

後
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
歌
・
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
ま
す
。

日　
６
月
４
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
２
時
30
分

集
合
場
所　
畳
ヶ
浦
ト
ン
ネ
ル
前

定　
80
人

料　
一
般　
　
　

  

１ 

、
５
０
０
円

県
大
生　
　
　
　
　
　

７
０
０
円

県
大
以
外
の
学
生
・
高
校
生
以
上

１ 

、
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
５
月
31
日
㈬

浜
田
市
と
三
重
県
松
阪
市
は
歴
史

的
な
ご
縁
が
深
く
、
昨
年
４
月
２
日

に
は
両
市
の
間
で
「
驛
鈴
で
結
ぶ
浜

田
市
・
松
阪
市　

観
光
・
文
化
交
流

協
定
」
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
友
好

の
会
で
は
、
開
府
４
０
０
年
を
前
に

浜
田
藩
・
本
多
家
の
歴
史
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

日　
５
月
28
日
㈰

午
後
２
時
40
分
～
４
時

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

演
題　
「
石
州
要
見
録
」
か
ら
み
た

城
下
町
は
ま
だ

講
師　
鍵
本
俊
朗
さ
ん
（
市
教
育
委

員
会
浜
田
市
誌
編
纂
室
専
門
員
）

定　
２
０
０
人

料　
無
料

※　

午
後
２
時
か
ら
定
期
総
会
を
開

催
し
ま
す
。
入
会
金
１
、０
０
０

円
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問　
浜
田
市
＊
松
阪
市
友
好
の
会
事

務
局
（
浜
田
市
観
光
協
会
）

（
☎
�
１
０
８
５
）

　

浜
田
養
護
学
校
で
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
本
校
の
教
育
や
特
別
支
援
教

育
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、

学
校
公
開
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

日　
５
月
31
日
㈬
・
６
月
６
日
㈫

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　
浜
田
養
護
学
校

申
込
締
切
日　
５
月
18
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
浜
田
養
護
学
校

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.shim

anet.ed.jp/
ham

adayougo/

申
・
問　
浜
田
養
護
学
校　

永
瀬
さ

　

ん
・
永
見
さ
ん
（
☎
�
２
２
０
０
・

▢ＦＡＸ
�
２
２
０
１
）

長
見
町
を
散
策
し
ま
す
。
地
形
観

察
を
楽
し
み
な
が
ら
初
夏
の
山
里
を

歩
き
、
中
近
世
の
歴
史
を
掘
り
起
こ

す
発
見
旅
で
す
。

日　
５
月
28
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
第
二
浜
田
ダ
ム
駐
車
場

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

施
設
か
ら
の
お
知
ら
せ

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

県
体
ス
ポ
ー
ツ
塾

　
親
子
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン

会
主
卒
寿
記
念 

福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ

藤
蔭
流
紫
の
会 

舞
踊
会

石
見
の
海
に
親
し
む
集
い

浜
田
養
護
学
校
学
校
公
開

浜
田
市
＊
松
阪
市
友
好
の
会

講
演
会

第
１
７
７
回

ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行
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５
月
の
休
館
日

月
曜
日　
１
日
・
８
日
・
15
日
・

22
日
・
29
日

展
示
替　
30
日
㈫
・
31
日
㈬

■
ゲ
ス
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
お
し
ゃ
れ
な
鳥
の
笛
を
つ
く
ろ
う
》

　

木
の
板
を
貼
っ
た
り
、
木
の
シ
ー

ト
を
切
っ
た
り
し
て
笛
作
り
に
挑
戦

し
よ
う
。

◎
５
月
７
日
㈰

定
員　
先
着
30
人

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

講
師　
近
藤
安
由
美
さ
ん（
出
品
作
家
）

《
タ
マ
が
コ
ロ
コ
ロ
こ
ろ
が
る
お
も

ち
ゃ
を
つ
く
ろ
う
！
》

　

木
の
端
材
を
使
っ
て
、
玉
が
転
が

る
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
。

◎
５
月
14
日
㈰

定
員　
先
着
30
人

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

講
師　
樋
口
一
成
さ
ん（
出
品
作
家
）

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
木
と
モ
ザ
イ
ク
の
カ
ラ
フ
ル
ミ

ラ
ー
》

　

木
枠
を
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
で
飾
っ

て
、
す
て
き
な
鏡
を
作
ろ
う
。

◎
５
月
３
日
㈷
・
４
日
㈷

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

《
木
の
迷
路
》

　

落
と
し
穴
の
あ
る
木
の
迷
路
を
作

る
よ
。
玉
を
転
が
し
て
遊
ぼ
う
。

◎
５
月
５
日
㈷
・
６
日
㈯

定
員　
各
日
先
着
50
人

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

《
小
枝
の
カ
ラ
フ
ル
オ
ブ
ジ
ェ
》

　

枝
に
毛
糸
を
巻
い
た
り
、
結
ん
だ

り
し
て
飾
り
を
作
ろ
う
。

◎
５
月
13
日
㈯

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
木
の
バ
ラ
バ
ラ
パ
ズ
ル
》

　

板
に
絵
を
描
い
た
ら
、
糸
の
こ
ぎ

り
で
パ
ズ
ル
に
す
る
よ
。

◎
５
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
木
の
枝
の
昆
虫
た
ち
》

　

小
枝
や
葉
っ
ぱ
を
変
身
さ
せ
て
、

お
も
し
ろ
い
昆
虫
を
作
ろ
う
。

◎
５
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

※　

時
間
は
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受
付

は
、
当
日
午
後
３
時
30
分
ま
で
に

１
階
創
作
室
に
て
。

　

浜
田
市
世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
開

催
中
の
「
コ
ロ
コ
ロ
、
カ
タ
カ
タ 

木
の
お
も
ち
ゃ
展
」
は
、
木
の
お
も

ち
ゃ
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
樋
口
一
成
さ
ん

（
愛
知
教
育
大
学
教
授
）
の
大
型
作

品
を
は
じ
め
、
日
本
・
世
界
各
国
の

楽
し
い
木
の
お
も
ち
ゃ
１
２
４
点
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

た
木
の
笛
で
す
。
し
っ
ぽ
に
あ
る
穴

に
ス
ト
ロ
ー
を
あ
て
、
息
を
吹
き
込

む
と
“
ホ
ー
ホ
ー
”
と
や
さ
し
い
音

が
出
る
作
品
で
す
。
恐
竜
と
い
う
見

た
目
の
カ
ッ
コ
よ
さ
と
音
の
出
る
楽

し
い
仕
掛
け
が
見
事
に
マ
ッ
チ
し
た

ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
で
す
。

ま
た
、
20
種
類
以
上
の
ひ
ね
り
ゴ

マ
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
コ
マ

ス
タ
ジ
ア
ム
も
大
人
気
で
す
。
ひ
ね

り
ゴ
マ
は
、
指
先
だ
け
で
簡
単
に
回

す
こ
と
が
で
き
る
コ
マ
で
、
野
菜
や

人
形
、
て
ん
と
う
虫
の
形
を
し
て
い

た
り
、
不
思
議
な
立
体
感
を
楽
し
む

コ
マ
が
あ
っ
た
り
と
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

多
種
多
様
な
木
の
お
も
ち
ゃ
の
魅

力
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
展
覧
会

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

会
期　
５
月
28
日
㈰
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

４
０
０
円

高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

コマスタジアム

ダイナソー・ホイッスル

近
藤
安
由
美
さ
ん
（
愛
知
教
育
大

学
非
常
勤
講
師
）
の
「
ダ
イ
ナ
ソ
ー
・

ホ
イ
ッ
ス
ル
」
は
、
恐
竜
の
形
を
し

玉が転がるおもちゃ

　

石
本
正
記
念
展
示
室
で
は
、
三
隅

町
出
身
の
日
本
画
家
・
石
本
正
の
若

い
頃
か
ら
晩
年
ま
で
の
画
業
の
足
跡

を
、
い
つ
で
も
見
る
こ
と
の
出
来
る

「
石
本
正
作
品
選
Ⅰ
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
企
画
展
示
室
で
は
、
石
本

正
素
描
展
「
対
象
へ
の
ま
な
ざ
し
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。「
心
で
描
く
」

と
い
う
事
を
と
て
も
大
切
に
し
て
い

た
石
本
正
に
と
っ
て
、
描
く
対
象
と

直
接
対
峙
す
る
素
描
は
何
よ
り
か
か

せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
若
い
頃
か
ら

重
要
視
し
て
描
き
続
け
て
き
た
も
の

で
し
た
。
見
え
た
も
の
を
そ
の
ま
ま

描
く
の
で
は
な
く
、
対
話
す
る
よ

う
に
向
き
合
い
、
感
動
と
主
観
を
大

切
に
し
な
が
ら
描
か
れ
た
素
描
か
ら

は
、
無
心
に
対
象
を
見
つ
め
る
画
家

の
息
遣
い
が
そ
の
ま
ま
伝
わ
っ
て
く

る
か
の
よ
う
で
す
。

　

本
展
で
は
、
画
家
が
残
し
た
何
千

枚
に
も
及
ぶ
素
描
・
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

ク
の
中
か
ら
、
初
公
開
の
も
の
も
多

数
含
め
紹
介
し
ま
す
。
裸
婦
や
花
な

ど
多
く
の
対
象
に
注
ぐ
画
家
の
ま
な

ざ
し
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
期

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

「
石
本
正
作
品
選
Ⅰ
」

【
企
画
展
示
室
】

石
本
正　

素
描
展
「
対
象
へ
の

ま
な
ざ
し
」

６
月
11
日
㈰
ま
で

料
金　一

般　
　

６
０
０
円（
５
０
０
円
）

高
大
生　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

小
中
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第
３

日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下

は
無
料
で
す
。

《ギャラリー展示》
音羽キミ作品展
～元気でいきいき七十歳か
らの挑戦～
５月７日㈰まで

平成28年度石正美術館絵画
教室作品展
前期：洋画教室・初めての
日本画教室・石本正絵画
教室ほか
５月13日㈯～26日㈮

後期：日本画教室
５月27日㈯～６月11日㈰

　軽量粘土や樹脂粘土で作った食べ物を、お皿に見立てたマグネット
の上に盛り付けます。しっかり作れる「オムライス」と、カンタンお
手軽な「アイスクリーム」のどちらか選んで作れます。
日時　５月３日㈷　午後１時～３時　　定員　各先着20人（予約可）
料金　各400円（セット700円）　　　　会場　石正美術館創作室

　石正美術館のGW恒例、人気のワークショップです。石州和紙を使っ
て、自分だけのかわいいこいのぼりを作りましょう。
日時　５月５日㈷　午後１時～３時　　料金　300円　
会場　石正美術館創作室

　ロシアにピアノ留学中の金悠里さん（出雲市出身）によるクラシッ
クコンサートです。才能あふれる若きピアニストの演奏をお楽しみく
ださい。
日時　５月６日㈯　午後２時～３時　　料金　無料
会場　石正美術館創作室

石本正「裸婦」（素描）1987年

有

料

広

告

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.245

有

料

広

告

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

５
月
の
イ
ベ
ン
ト

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

コ
ロ
コ
ロ
、
カ
タ
カ
タ

木
の
お
も
ち
ゃ
展
好
評
開
催
中

◎ねんどdeデコ！～オムライスとアイスのマグネット～

◎石州和紙でこいのぼりを作ろう

◎金
きん

悠
ゆ

里
り

　ピアノ＆トークコンサート
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もよおし 開催日 時間 内容

中
央

おはなし会 毎週土 10:30 今月のテーマは「みどり」
（第2土曜日はおりがみあそびもあります）

特別上映会
３日㈷

13:30
ウォーキング with ダイナソー Vol.1

４日㈷ ウォーキング with ダイナソー Vol.2
５日㈷ おじゃる丸スペシャル　わすれた森のヒナタ

古典のよみきかせ ５日㈷ 14:00 狂言えほん「ぶす」ほか能面の展示など
おはなしタンポポ ７日㈰ 15:00 お話を覚えて語るストーリーテリング
電子紙芝居 13日㈯ 14:00 演目「金の仏　木の仏」
テーマトーク 14日㈰ 13:30 テーマ「アーティストたちのエッセイ」
子ども映画会 21日㈰ 13:30 うっかりペネロペ　ひとりでできるよ編
図書館シネマ 28日㈰ 13:30 トム・ハンクス主演「ダ・ヴィンチ・コード」
電子紙芝居 28日㈰ 14:00 演目「やさしいウサギ」

金
城 おはなし会 13日㈯ 10:00 終了後に楽しい折り紙教室

テーマ「かぶれるかぶと」

旭 ブッくんの読書まつり ３日㈷ 10:00 読み語りなど（旭センター 2階大会議室）
工作教室「石ころマグネットづくり」

三
隅

おはなし会と
ペタペタアートワーク 13日㈯ 10:30 絵本などの読み語りと楽しい壁の飾り付け

テーマ「カーネーションのブーケ」

　中央図書館　司書おすすめ
「カンスケとカタツムリくん」
東田直樹/作、唐沢睦子/絵
（分類Eカラ）
　機関車のカンスケと何でも望み
をひとつ叶えてくれる蛍の力で世
界一早いカタツムリくん。カタツ
ムリくんは、自分にとって本当に
大切なことに気づいて元のゆっく
りしか進めない自分に戻してもら
います。
　この絵本の作者は、「自閉症の
ぼくが跳びはねる理由」の著者で
重度の自閉症である東田直樹さん
です。カンスケシリーズ４作とと
もに言葉ではコミュニケーション
がとれない彼がキーボードを通し
て自閉症者の心の内を語る著書も
一度、読んでみてください。

☆
標
語
「
小
さ
な
本
の
大
き

　

な
せ
か
い
」

　

４
月
23
日
㈰
か
ら
５
月
12
日
㈮
ま

で
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
で
す
。

　

子
ど
も
も
大
人
も
、
皆
さ
ん
本
を

読
ん
で
ま
あ
る
い
心
に
な
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

国
立
国
会
図
書
館
が
デ
ジ
タ
ル
化

し
た
資
料
の
う
ち
、
絶
版
な
ど
の
理

由
で
入
手
が
困
難
な
資
料
を
全
国
の

公
共
図
書
館
な
ど
で
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
資
料

の
閲
覧
・
複
写
が
で
き
ま
す
。

利
用
で
き
る
図
書
館

中
央
図
書
館

利
用
で
き
る
資
料

○
国
立
国
会
図
書
館
が
デ
ジ
タ
ル
化

し
た
資
料
の
う
ち
、
絶
版
な
ど
の

理
由
で
入
手
が
困
難
な
資
料
約
１

４
９
万
点（
平
成
29
年
１
月
現
在
）

○
図
書　

昭
和
43
年
ま
で
に
受
け
入

れ
た
図
書
（
約
55
万
点
） 

○
古
典
籍　

明
治
期
以
降
の
貴
重
書

な
ど
（
約
２
万
点
） 

○
雑
誌　

平
成
12
年
ま
で
に
発
行
さ

れ
た
雑
誌　

※　

商
業
出
版
さ
れ
て
い
な
い
も
の

約
１
万
タ
イ
ト
ル
（
約
80
万
点
） 

○
博
士
論
文　

平
成
３
～
12
年
度
に

送
付
を
受
け
た
論
文

※　

商
業
出
版
さ
れ
て
い
な
い
も
の

（
約
12
万
点
）

閲
覧
方
法

　

郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
の
専
用
端
末

で
閲
覧
で
き
ま
す
。
総
合
案
内
で
、

所
定
の
申
込
書
に
て
申
込
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

利
用
時
間
は
30
分
以
内
で
す
。
た

だ
し
、
次
の
利
用
者
が
い
な
い
場
合

は
、
引
き
続
き
利
用
で
き
ま
す
。

注
意
事
項

　

閲
覧
端
末
に
、
持
ち
込
ん
だ
機
器

（
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
・
Ｕ
Ｓ
Ｂ
フ
ラ
ッ

シ
ュ
メ
モ
リ
ー
な
ど
の
外
部
記
憶
装

置
な
ど
）
の
接
続
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
閲
覧
端
末
の
画
面
を
カ
メ
ラ

な
ど
で
撮
影
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

複
写
（
有
料
）

　

著
作
権
法
に
よ
る
範
囲
内
で
複
写

が
で
き
ま
す
。
総
合
案
内
で
、
所
定

の
申
込
書
に
て
申
込
を
し
て
く
だ
さ

い
。
複
写
は
図
書
館
職
員
が
行
い
ま

す
。

料
金　
白
黒　
　

１
枚
10
円

カ
ラ
ー　

１
枚
50
円

※　

複
写
枚
数
が
多
い
場
合
や
混
雑

時
は
、
後
日
複
写
物
を
お
渡
し
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

貸出ベスト 10（平成 29 年３月期）
順位 タイトル 著者
1 しんせかい 山下　澄人
2 コンビニ人間 村田　沙耶香
3 三鬼三島屋変調百物語四之続 宮部　みゆき
4 終りなき夜に生れつく 恩田　陸
5 騎士団長殺し　第１部 村上　春樹
6 騎士団長殺し　第２部 村上　春樹
7 社長室の冬 堂場　瞬一
8 ネコと昼寝 群　ようこ
9 弘兼流60歳からの手ぶら人生 弘兼　憲史
10 みかづき Crescent Moon　 森　絵都

　

３
月
17
日
㈮
、
島
根
県
立
大
学
浜

田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
総
合
政

策
学
部
卒
業
生
２
１
８
人
、
大
学
院

修
了
生
６
人
が
旅
立
ち
の
と
き
を
迎

え
ま
し
た
。

　

本
田
雄
一
学
長
か
ら
の
お
祝
い
の

言
葉
に
対
し
て
、
総
合
政
策
学
部
卒

業
生
代
表
の
林
良
孝
さ
ん
、
大
学
院

修
了
生
代
表
の
岩
崎
瑞
生
さ
ん
か
ら
、

｢

大
学
で
の
学
び
を
社
会
へ
と
還
元

し
て
行
け
る
よ
う
、
日
々
精
進
し
て

ま
い
り
た
い
」｢

ど
の
よ
う
な
環
境

に
身
を
置
こ
う
と
も
、
本
研
究
科
で

培
っ
た
経
験
は
私
た
ち
の
歩
み
を
支

え
て
く
れ
る
礎
と
な
る｣

と
喜
び
の

謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
で
は
学
術
や
社
会
活

動
で
優
秀
な
成
果
を
挙
げ
た
学
生
７

人
、
団
体
４
組
に
対
し
て
、
島
根
県

立
大
学
賞
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
）
の
「
市
民

研
究
員
制
度
」
は
、地
域
の
皆
さ
ん
・

セ
ン
タ
ー
研
究
員
・
大
学
院
生
と
の

情
報
交
換
・
知
識
交
流
を
通
じ
て
研

究
に
取
り
組
む
と
い
う
、
全
国
で
も

ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
個
人
研
究
報
告
会
・
グ
ル
ー
プ

研
究
・
大
学
院
生
と
の
共
同
研
究
・

政
策
提
言
な
ど
の
企
画
・
交
流
活
動

が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
研
究
員
へ
の
登
録
に
、
特
に

必
要
と
な
る
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。

セ
ン
タ
ー
研
究
員
一
同
、
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

企
画
調
整
室
（
☎
�
２
２
０
１
）

　

本
学
で
は
、
地
域
振
興
な
ど
市
の

施
策
に
有
用
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

浜
田
市
と
共
同
で
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。
２
月
23
日
㈭
、
平
成
28
年
度

成
果
報
告
会
を
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
し
た
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
「
第
４

回
全
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
中
で
、
久

保
田
章
市
市
長
出
席
の
も
と
行
い
ま

し
た
。

　

午
前
は
、
テ
ー
マ
ご
と
に
研
究
成

果
を
教
員
や
ゼ
ミ
生
が
登
壇
報
告

し
、
午
後
か
ら
は
、
参
加
の
皆
さ
ん

と
よ
り
深
い
意
見
交
換
が
行
え
る
よ

う
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
来
場

さ
れ
た
皆
さ
ん
と
活
発
な
質
疑
応
答

が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
、報
告
さ
れ
た
共
同
研
究
テ
ー

マ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
中
国
・
寧
夏
回
族
自
治
区
石
嘴
山

市
と
の
「
観
光
交
流
」
を
目
指
す

方
策
の
検
討

井
上
治
教
授
・
福
原
裕
二
教
授

〇
若
者
の
投
票
率
向
上
に
関
す
る
研

究 

―
島
根
県
浜
田
市
の
事
例
を

参
照
し
て
―　
　

光
延
忠
彦
教
授

〇
温
泉
施
設
を
起
点
と
し
た
観
光
振

興
に
関
す
る
研
究

久
保
田
典
男
准
教
授

○
浜
田
市
の
新
し
い
お
土
産
の
形　

田
中
恭
子
准
教
授

〇
ヨ
シ
タ
ケ
コ
ー
ヒ
ー
を
活
か
し
た

観
光
と
地
域
活
性
～
「
コ
ー
ヒ
ー

の
薫
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
の

調
査
研
究
～

藤
原
眞
砂
教
授
・金
野
和
弘
准
教
授

○
浜
田
市
内
の
団
地
に
お
け
る
買
い

物
環
境
の
調
査
―
バ
ス
事
業
者
と

の
共
同
利
用
促
進
活
動
の
可
能
性

も
視
野
に
入
れ
て西

藤
真
一
准
教
授

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
の
ニ
ー
ズ

調
査
と
そ
の
導
入
可
能
性

松
田
善
臣
准
教
授

　

各
公
開
講
座
の
会
場
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
～
⑤
講
座　
講
義
・
研
究
棟
中
講

義
室
３

⑥
講
座　
講
堂　

①
石
見
に
Ｉ
タ
ー
ン
し
て
実
現
し
た
夫

婦
の
夢
～
本
気
の
思
い
と
人
と
の
繋

が
り
が
生
ん
だ
事
業
の
お
話
～

日
時　
５
月
10
日
㈬

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
大
森
智
彦
さ
ん
（
㈱
オ
レ
ン

ジ
ハ
ー
モ
ニ
ー
代
表
取
締
役
）

②
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北

朝
鮮
）
の
現
在

日
時　
５
月
17
日
㈬

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
福
原
裕
二
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ

ス
教
授
）

③
遠
く
て
近
い
国
、
ロ
シ
ア

日
時　
５
月
24
日
㈬

午
後
１
時
15
分
～
２
時
45
分

講
師　
ナ
タ
リ
ア
・
ボ
ル
ホ
ド
ー
エ

ワ
さ
ん
（
島
根
県
国
際
交
流
員
）

④
魅
惑
の
コ
ー
ヒ
ー
文
化

日
時　
５
月
24
日
㈬

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
中
根
光
敏
さ
ん
（
広
島
修
道

大
学
教
授
）

⑤
立
憲
政
体
と
議
院
内
閣
制-

統
治

シ
ス
テ
ム
か
ら
診
る
日
本
憲
法

日
時　
５
月
31
日
㈬

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
岡
本
寛
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス

講
師
）

⑥
島
根
発
！
ス
イ
ミ
ー
作
戦　
繋
い

で
魅
せ
る
ク
ラ
シ
ゴ
ト

日
時　
６
月
７
日
㈬

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
和
田
裕
子
さ
ん
（
㈱necco

代
表
取
締
役
）

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
連
携
課

（
☎
�
２
３
９
６
）

卒業生総代　林良孝さん
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～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

図書館情報
開館時間 ５月の休館日

中央図書館 ☎� 0480  9:00 ～ 19:00 ８日㈪・22日㈪
金城図書館 ☎� 1823

 9:00 ～ 17:00 月曜日
31日㈬

旭図書館 ☎� 1439
弥栄図書館 ☎� 2258

三隅図書館 ☎� 0338 10:00 ～ 19:00
（土日祝日は18:00まで）

こ
ど
も
の
読
書
週
間

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
化
資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス

司書のおすすめ

平
成
28
年
度
総
合
政
策
学
部

卒
業
証
書
授
与
式
・
大
学
院

学
位
記
授
与
式

市
民
研
究
員
を
募
集
し
ま
す

浜
田
市
と
の
共
同
研
究
成
果

報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

公
開
講
座
の
ご
案
内
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,686 19,305 21,474 40,779
金 城 1,908 2,110 2,256 4,366

旭 1,376 1,391 1,456 2,847
弥 栄 689 646 711 1,357
三 隅 2,900 2,940 3,264 6,204
合 計 26,559 26,392 29,161 55,553

●市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行便
入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

人　口（３月末現在）

（単位：人）

　音響会は、ママさんバレーに取り組んでいた女性たちが、何か新しいことに取
り組みたいと、平成３年に伝統芸能である石見神楽の演目のひとつである「神祇
太鼓」に挑戦したのが始まりです。会の名前には、石見神楽の和太鼓の演奏を通
じて音楽を楽しむことを伝え、楽しさを共有していきたいという願いが込められ
ています。
　現在は、13人の会員で活動し、地元杵束神楽社中の齋藤さんと平田さんに指導
してもらいながら月１回練習を行っています。町内で開催されるふるさとまつり
や産業まつりで披露したり、地元の福祉施設への慰問を行い皆さんに楽しんでも
らっています。また、市外のイベントなどにも参加し会場に和太鼓の力強い音を
響かせています。
　会の皆さんは、「会の結成当時から退会者が出ずに続けてこれました。新しい
メンバーも加入するので、これからも元気な弥栄づくりに貢献していきたい」と
話していました。

わがまち 再発見！

金城支所
☎42–1234

旭支所
☎45–1234

弥栄支所
☎48–2111

三隅支所
☎32–2800

金城支所
☎42–1234

旭支所
☎45–1234

弥栄支所
☎48–2111

三隅支所
☎32–2800

編集・発行　浜田市市長公室
〒697–8501 島根県浜田市殿町１番地
☎0855–22–2612（代表）
▢ＦＡＸ0855–22–3091（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
info@city.hamada.lg.jp

Facebook（浜田市広報係）
http://www.facebook.com/koushitsu.hamada

音
おと

響
ね

会（弥栄）


